




1 巻頭言　1

世界はいま，経済，社会，環境のいろいろな行き詰まりや，

紛争，格差，あらゆる不調和など，多くの問題を抱え，不透

明感が漂っている。そうした中，人類がこれからも持続的

にこの地球上で暮らし続けるための共通の行動計画として，

「2030 アジェンダ」が 2015 年 9 月の国連総会において全

会一致で採択された。その中の「持続可能な開発目標」（以

下，SDGs）は，2030 年までに世界がなすべき具体的なガ

イドラインであり，経済，社会，環境の 3つの分野をカバー

する 17個の目標と，その下にある 169 のターゲット（具体

目標）からなる。日本では当初 SDGs に対する関心は低かっ

たが，次第にマスコミに取り上げられることも多くなり，企

業にとっても投資を得るのに社会や環境への責任を果たして

いるかが問われる情勢になり，SDGs は大きなムーブメント

になってきている。

SDGs の 17 個の目標の中で農業と最も強く関連している

のは，「目標 2：飢餓をゼロに」である。今世界では，9人

に１人が飢えに苦しみ，その数は近年増えている。また目標

2以外にも，「目標 1：貧困をなくそう」，「目標 13：気候変

動に具体的な対策を」，「目標 15：陸の豊かさも守ろう」等

に農業は大きく関係している。

2017 年 12 月に開かれた国連総会において，2019 年から

2028 年までの 10 年間を「家族農業の 10 年」とすること

が決議された。国連では既に 2014 年を「国際家族農業年」

と定めた経緯があり，今回更に「10 年」を設けたことは，

SDGs の 2030 年の目標達成のために，「家族農業」がカギ

となると考えていることを示している。

「目標 2：飢餓をゼロに」における 2030 年までの主要な

ターゲットは，以下の通りである。

・‌‌飢餓を終わらせ，世界中のすべての人々，特に子供を含

む貧困者や弱者に必要な栄養のある十分な食料が行き渡

るようにする。

・‌‌小規模農家，中でも女性，先住民，家族農家，牧畜農家

等の小規模食料生産者の生産性と所得を倍増させる。

・‌‌生産性の向上と増産とともに，生態系や自然資源を保全

し，気候変動，極端気象等の災害に対する適応力の備え

た持続的な食料生産システムを構築し，実践を開始する。

・‌‌開発途上国，なかでも最貧国の農業生産力を増大させる

ために，地方のインフラ整備，農業研究，技術開発，普

及事業等を，国際協力を含め強化する。

家族農業は，個人または家族によって経営され，基本的に

家族労働に依存している農業で，世界にある 5億７千万の

農場のうち 90％がそれにあたる。家族農業は金額ベースで

世界の食料の 80％以上を生産しており，食料安全保障上大

変重要である。日本では農業経営体 138 万のうち，134 万

が家族経営体である（98％）。世界の全農場の 84％が 2ha

以下の小規模であり，それらは農地面積としては全農地の

12％である。

家族農業は先進国，途上国のどちらにおいても主要な農業

形態で，規模は様々であるが，単に農産物の生産にとどまら

ず，伝統的農業や伝統食品の継承，農業生物の多様性の保全，

景観の維持等々，様々な機能を果たしている。さらに家族農

業は地域において社会的ネットワークを形成しており，地域

の安定基盤であるとともに，収入の大部分を地元や地域の市

場で消費することで地域経済に貢献し，働く場を地域に作り

出している。

1950 年代に始まった近代的な農業は，多くの資源やエネ

ルギーを投入する集約農業であり，それにより食料の増産を

果たしてきた。しかしその結果，環境への負荷の増大をもた

らし，さらに自然資源の枯渇，人口の増加等の課題に直面し

ている。すべての人に必要な食料がいきわたるとともに，気

候変動への適応と緩和に寄与し，自然資源基盤を維持して生

態系サービス発揮する，持続的な食料生産システムへの転換

が求められている。2030 年はそれほど先の話ではない。
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公益財団法人日本植物調節剤研究協会　理事長
宮下　淸貴

国連の「持続可能な開発目標（SDGｓ）」と
小規模家族農業
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当協会では，水稲用除草剤の効果の
安定と水田外への流出防止のため，散
布前後の水管理の徹底を啓発する活動
を行っています。
一般に，水稲用除草剤は，散布後有
効成分が水中に溶け出し，水田水を介
して水田土壌の表層に拡がって除草効
果を発揮します。このため，散布後に
止水し，水田外への成分の流出を防ぐ
ことは，除草効果を安定させるととも

に環境への影響を小さくすることにな
り，特に散布後 7日間落水，か
け流しをしないことが重要です。
この点について注意を促す内容の
キャンペーン広告を，会員会社の協力
を得て，水稲除草剤の散布時期に新聞
に掲載するとともに，当協会ホーム
ページでも紹介しています。こうした
適正使用キャンペーンは，平成 15 年
（2003 年）から毎年継続して実施し，

現在に至っています。
キャンペーン広告では，かけ流しを
させないための水管理法として，当協
会が推奨している「除草剤散布後水
田水がなくなるまで給水しない止水
管理」を平成 24 年（2012 年）より
紹介しています。この水管理法の詳
細については，当協会ホームページ
（http://www.japr.or.jp/）をご覧くだ
さい。

除草剤適正使用キャンペーンについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人日本植物調節剤研究協会
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ダイズ圃場における帰化アサガオ類
防除のための栽植様式と茎葉処理剤
の散布時期の検討

富山県農林水産総合技術センター
農業研究所

長岡　令

1. 富山県での帰化アサガオ
類の発生状況

富山県では，2007 年頃から帰化ア
サガオ類（以下，アサガオ）の発生が
確認され，現在は県内各地域で発生が
みられる（図 -1）。県内での優占種は
マルバルコウで，その他にアメリカア
サガオやマメアサガオが確認されてい
る（図 -2）。アサガオはダイズにから
みつき，繁茂すると減収するのみなら
ず，ダイズを倒伏させ，収穫作業が不
可能となる場合もある（図 -3）。

2. 栽培様式による防除体系
の検討

本県では，ダイズの慣行栽培におけ
るアサガオの防除法として，2 回の培
土とベンタゾン液剤とグルホシネート

液剤を体系処理する防除体系
（富山県農林水産総合技術セ
ンター農業研究所 2014.「平
成 26 年度農業分野試験研究
の成果と普及」）が確立され
ている（図 -4，5，6）。これ
は，培土による「耕種的防除」
に，茎葉処理剤の散布による

「化学的防除」の 2 種類の防
除ツールを組み合わせた防除
体系である。しかし，この体
系では培土と茎葉処理剤散布
の 4 回の作業をダイズ播種
後 20 ～ 40 日頃の短期間に
行う必要がある（図 -6 青枠）。

また，この時期は北陸地方の梅雨と重
なるため，適期を逃さずに防除を行わ
なければならない。そこで，慣行栽培
と耕うん同時畝立て狭畦栽培（以下，
狭畦栽培）の防除効果を比較し，より
省力的な防除の可能性について検討し
た。

(1)　材料および方法

試験は，2014 年，2015 年に富山
市内の現地圃場において，ダイズ品種

「エンレイ」を用いて行った。
2014 年は 5 月 30 日に播種し，栽

植密度は，慣行区 13.1 本 /㎡，狭畦
区 29.6 本 /㎡であった（表 -1）。除草

図 -2　富山県で発生が確認されている帰化アサガオ類　
図-2 富山県で発生が確認されている帰化アサガオ類

図-3 マルバルコウに覆われたダイズ圃場     図-5 管理機によるベンタゾン液剤散布布の様子

図-6   管理機によるグルホシネート液剤散布の様子     写真-5 培土後、ダイズの株元に残草                   
した帰化アサガオ

マメアサガオアメリカアサガオマルバルコウ

：発生程度・多の大豆ほ場
：発生程度・少の大豆ほ場
：大豆ほ場以外での発生

図 -1　  富山県における帰化アサガオ類の発生状況 (2014)
注）県農林振興センター調べ

図 -3　  マルバルコウに覆われ
たダイズ圃場　

図 -4　  管理機によるベンタゾ
ン液剤散布布の様子　

図 -5　  管理機によるグルホシ
ネート液剤散布の様子　

：発生程度・多の大豆ほ場
：発生程度・少の大豆ほ場
：大豆ほ場以外での発生
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図-4 ダイズの慣行栽培における帰化アサガオ類の防除法（富山県）

青枠：慣行栽培での雑草防除に関する作業（播種後 20～40 日に４つの作業）

赤枠：薬害の発生を回避するため、ベンタゾンの適期散布がされていない
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剤散布は，播種後にトリフルラリン粒
剤を試験圃場全面に散布し，その後薬
剤処理試験区にはベンタゾン液剤を播
種後 21 日（6/20），グルホシネート
液剤を播種後 46日（7/15）に乗用管
理機で全面散布した。慣行区の培土は，
播種後 24 日（6/23）と 34 日（7/3）
に行った（表 -2）。
2015 年は 6月 1日に播種し，栽植
密度は，慣行区 13.1 本 /㎡，狭畦区
15.7 本 /㎡であった（表 -1）。除草剤
散布は，播種後にアラクロール・リニュ
ロン乳剤を試験圃場全面に散布し，そ
の後薬剤処理区にはベンタゾン液剤を
播種後 23 日（6/24），グルホシネー
ト液剤を播種後 32 日（7/3）に乗用
管理機で全面散布した。慣行区の培土
は，播種後 25日（6/26）と 32日（7/3）
に行った（表 -2）。
2014 年は，アサガオの発生が少程
度で，マルバルコウが優占する圃場，
2015 年は，発生が中～多程度で，マ
ルバルコウの自然発生圃場に，マルバ
ルコウ，アメリカアサガオ，マメアサ
ガオ種子を刺傷処理したものを埋め込
み，調査した。調査項目は，ダイズ成
熟期のアサガオの残草量と残草株数と
し，播種様式ごとに比較した。

(2) 結果および考察

播種様式ごとに，成熟期のアサガオ
の残草量を比較したところ，アサガオ
の発生が少程度だった 2014 年，中～
多程度だった 2015 年ともに，茎葉処
理剤が無散布の場合では，狭畦区に比
べ，慣行区の方が残草量は少なく，2
回培土による防除効果が高いことが示
された。一方で，茎葉処理剤を散布し
た場合，両播種様式で残草量が減り，
狭畦区では培土をしていないにも関わ
らず，慣行区と同等の防除効果が得ら
れた（図 -7）。
このことから，狭畦栽培では茎葉処
理剤のみの防除体系で，慣行栽培と同
等の防除効果が得られ，より省力的な
防除が可能であることがわかった。

3. より効果的な防除に向けて

2015 年までの調査で，培土作業を
省く狭畦栽培では，茎葉処理剤のみの
防除体系で，慣行栽培と同等の防除効
果が得られることを確認したが，その
理由は明らかでなかった。一方，ベ
ンタゾン液剤の散布適期はダイズ2葉
期とされるが，生産現場では薬害の発
生を回避するため，それより遅い時期
に散布される場合が多い（図 -6赤枠）。
散布時期の遅れはアサガオの生育に伴
う防除効果の低下のみならず，ダイズ
の被覆により雑草に付着する薬液量の
低下を生じさせると考えられるが，こ
れについても明らかにされていなかっ
た。さらに，慣行栽培では培土作業後に，
ダイズの株元にアサガオが残草する事

表 -1　栽植様式（2014～ 2015）　
播種量 条間 栽植密度

（kg/10a） （ｃｍ） （本/㎡）

慣行 3.9 80 13.1

狭畦 10.0 40 29.6

慣行 5.0 81 13.1

狭畦 5.9 41 15.7

播種様式年度

2014

2015

１回目 ２回目 ベンタゾン液剤 グルホシネート液剤

無散布 播種後24日（6/23） 播種後34日（7/3） - -

散布 播種後24日（6/23） 播種後34日（7/3） 播種後21日（6/20） 播種後46日（7/15）

無散布 - - - -

散布 - - 播種後21日（6/20） 播種後46日（7/15）

無散布 播種後25日（6/26） 播種後32日（7/3） - -

散布 播種後25日（6/26） 播種後32日（7/3） 播種後23日（6/24） 播種後32日（7/3）

無散布 - - - -

散布 - - 播種後23日（6/24） 播種後32日（7/3）

培土 茎葉除草剤
年度 播種様式 試験区

2014

2015

慣行

狭畦

慣行

狭畦

表 -2　雑草防除における処理（2014～ 2015）　

図 -7　成熟期の帰化アサガオ類残草量（2014～ 2015）
　　　注）図中の縦棒は標準誤差（2014年は反復ナシのため不記載）
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例も確認され，より効果的な防除法の
確立が求められていた（図 -8）。そこで，
ダイズ圃場における栽植様式と茎葉処
理除草剤の散布時期が雑草への薬剤付
着に及ぼす影響について検討した。

(1) 材料および方法

試験は，農業研究所内の圃場（中粗
粒灰色低地土・前作：水稲）で行った。
2016 年 6 月 7 日にダイズ品種「エン
レイ」を栽植密度14本/㎡で播種した。
栽植様式は慣行区（条間：80㎝，株間：
8.9cm）と狭畦区（平均条間：40cm，
株間 17.9cm）を設けた。ベンタゾン
液剤を播種後 20 日（6/27：ダイズ 2
葉期），31 日（7/8：ダイズ 5 ～ 6 葉
期），43 日（7/20：ダイズ 9 ～ 10 葉
期）に乗用管理機で全面散布した。な
お，散布薬量は 300mL/10a，水量は
100L/10a とした。また慣行区では，
培 土 を 播 種 後 24 日（7/1），30 日

（7/7）に行った。ベンタゾン液剤散
布時に，ダイズの生育と，植被率，キャ
ノピーアナライザ（AccuPAR LP-80, 
DECAGON 社）による群落内の光合
成有効放射量（PAR）および感水紙を
用いた条間と株間の地表面における薬
剤付着率を調査した（図 -9）。

(2) 結果および考察

1) ダイズ群落の被覆効果について　
アサガオ防除について，ダイズの被

覆による「生物的防除」の効果を検討
するため，ダイズ葉の植被率を調査し

たところ，慣行区に比べて狭畦区の植
被率が調査期間を通して高く推移した

（図 -10）。播種後 20 日（ダイズ 2 葉期）
のベンタゾン液剤散布時における植被
率は，慣行区と狭畦区で同程度であっ
た。一方，栽植様式によって，群落に
おける葉の分布が異なり，ベンタゾン
液剤散布時には，慣行栽培では播種し
た条に葉が集中し，株元が見えなかっ
たのに対し，狭畦栽培では葉が分散し，
株元が見えていた（図 -11）。そこで，
群落内の相対 PAR を群落全体，条間，

株間でそれぞれ測定したところ，慣行
区に比べて狭畦区の相対 PAR は播種
後 50 日まで群落全体と条間で低かっ
た。一方，株間では播種後 35 日頃ま
で高く推移した（図 -12）。

このことから，条間を狭く（狭畦化）
することにより，ダイズ群落全体の被
覆が早くなり，被覆の偏りが小さいた
め，被陰によるアサガオの生育抑制効
果が大きいことが明らかになった。
2) 茎葉処理除草剤の薬剤付着について

狭畦区では，茎葉処理剤の散布のみ
の防除で，慣行区と同等の防除効果が
得られたことから，茎葉処理剤の散布
による「化学的防除」の効果を検討す
るため，ベンタゾン液剤の薬剤付着率
を調査した。薬剤付着率は栽植様式お
よび群落内の位置にかかわらず，ベン
タゾン液剤の散布日が遅いほど低かっ
た（図 -13）。条間での薬剤付着率は，
播種後 20，31 日の散布では慣行区お
よび狭畦区ともに高かったが，播種
後43日では狭畦区で著しく低かった。

図 -8　  培土後、ダイズの株元に残草した帰化
アサ ガオ　
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写真-6 ベンタゾン液剤の薬剤付着率調査

注 1）薬剤散布前の感水紙の状況          注 2）薬剤散布後の感水紙の状況

  黄色の長方形の紙（点線で囲んだ物）が感水紙     青い部分が薬剤付着部分

図-1 富山県における帰化アサガオの発生状況(2014)
注）県農林振興センター調べ

図-4 ダイズの慣行栽培における帰化アサガオ類の防除法（富山県）

青枠：慣行栽培での雑草防除に関する作業（播種後 20～40 日に４つの作業）

赤枠：薬害の発生を回避するため、ベンタゾンの適期散布がされていない

株間

条間

図 -9　ベンタゾン液剤の薬剤付着率調査
注 1）薬剤散布前の感水紙の状況注　黄色の長方形の紙（点線で囲んだ物）が感水紙

 2）薬剤散布後の感水紙の状況　青い部分が薬剤付着部分　

図 -10　植被率の推移 (2016)
　　　 注）図中の縦棒：標準誤差
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一方，株間での薬剤付着率は，慣行区
では薬剤散布日が遅くなるほど低かっ
たが，狭畦区では播種後 31 日までは
高く，播種後 43 日で慣行区と同様に
低かった。また，狭畦区の播種後 31
日の薬剤付着率は，慣行区の播種後
20 日の薬剤付着率と同程度もしくは
上回っていた。

このことから，狭畦栽培では播種後
30 日頃までの群落の被覆変動が小さ
く，特に株間のアサガオへの薬剤付着
率が高くなるため，散布適期（播種後
20 日頃）を 10 日過ぎてしまった場
合でも，高い防除効果が得られること
が明らかになった。

4. 留意点

狭畦栽培におけるアサガオ防除は，
培土による「耕種的防除」を省略し，

茎

葉処理剤による「化学的防除」とダ
イズの被覆による「生物的防除」の 2
種類の防除ツールを最大限に活用した
防除体系である。そのため，以下のこ
とに留意する必要がある。

留意点の 1 つは，アサガオの対象
草種である。本県で優占種である「マ
ルバルコウ」は，ベンタゾン液剤の防
除効果が高いため，狭畦栽培での防除
が可能である。一方，アメリカアサガ
オやマメアサガオはベンタゾン液剤に
よる防除効果が低いため，両品種が優
先する圃場では慣行栽培による培土を
含めた防除体系を実施する必要があ
る。

もう 1 つの留意点は，茎葉処理剤
の適切な散布である。茎葉処理剤，特
にベンタゾン液剤の防除効果は，天候
に大きく影響を受ける。前述したよう
に，この時期の北陸地方は梅雨にあた

るため，晴天日に合わせて作業を実施
する必要がある。

5. おわりに

アサガオは，単年度での根絶は極め
て困難な難防除雑草である。富山県で
はリーフレットを作成し，難防除雑草
の拡大を防ぐための対策をとってい
る。防除の基本は，「圃場に侵入させ
ない」ことだが，圃場内で発生してし
まった場合は，次年度に多発したり，
別の圃場へ種子が拡散しないよう，早
期に徹底して防除を行う必要がある。
また，多発圃場では，必ずアサガオの
草種を確認し，栽培様式に応じて適期
防除を数年にわたって確実に実施する
ことで，圃場内の種子量を減らし，最
終的にはアサガオの発生を根絶するよ
うにお願いしたい。 
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一方，株間での薬剤付着率は，慣行区
では薬剤散布日が遅くなるほど低かっ
たが，狭畦区では播種後 31 日までは
高く，播種後 43 日で慣行区と同様に
低かった。また，狭畦区の播種後 31
日の薬剤付着率は，慣行区の播種後
20 日の薬剤付着率と同程度もしくは
上回っていた。

このことから，狭畦栽培では播種後
30 日頃までの群落の被覆変動が小さ
く，特に株間のアサガオへの薬剤付着
率が高くなるため，散布適期（播種後
20 日頃）を 10 日過ぎてしまった場
合でも，高い防除効果が得られること
が明らかになった。

4. 留意点

狭畦栽培におけるアサガオ防除は，
培土による「耕種的防除」を省略し，
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イズの被覆による「生物的防除」の 2
種類の防除ツールを最大限に活用した
防除体系である。そのため，以下のこ
とに留意する必要がある。

留意点の 1 つは，アサガオの対象
草種である。本県で優占種である「マ
ルバルコウ」は，ベンタゾン液剤の防
除効果が高いため，狭畦栽培での防除
が可能である。一方，アメリカアサガ
オやマメアサガオはベンタゾン液剤に
よる防除効果が低いため，両品種が優
先する圃場では慣行栽培による培土を
含めた防除体系を実施する必要があ
る。

もう 1 つの留意点は，茎葉処理剤
の適切な散布である。茎葉処理剤，特
にベンタゾン液剤の防除効果は，天候
に大きく影響を受ける。前述したよう
に，この時期の北陸地方は梅雨にあた

るため，晴天日に合わせて作業を実施
する必要がある。

5. おわりに

アサガオは，単年度での根絶は極め
て困難な難防除雑草である。富山県で
はリーフレットを作成し，難防除雑草
の拡大を防ぐための対策をとってい
る。防除の基本は，「圃場に侵入させ
ない」ことだが，圃場内で発生してし
まった場合は，次年度に多発したり，
別の圃場へ種子が拡散しないよう，早
期に徹底して防除を行う必要がある。
また，多発圃場では，必ずアサガオの
草種を確認し，栽培様式に応じて適期
防除を数年にわたって確実に実施する
ことで，圃場内の種子量を減らし，最
終的にはアサガオの発生を根絶するよ
うにお願いしたい。 
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水野・湯本：大輪八重咲きトルコギキョウ切り花の蕾収穫で生じる着色ムラの軽減に有効なジャスモン酸メチル　7

大輪八重咲きトルコギキョウ切り花の
蕾収穫で生じる着色ムラの軽減に有効
なジャスモン酸メチル

農研機構野菜花き研究部門
花き生産流通研究領域

水野　貴行 *・湯本　弘子

トルコギキョウの原産地は北米西南
部からメキシコである。1935 年ごろ
に日本に導入され，現在まで品種開発
が盛んにおこなわれている。白色，紫
色，桃色，黄色，緑色など様々な花色
の大輪でかつ八重化した品種が多数市
場流通している。また，日本では花芽
整理などの栽培技術により高品質な大
輪八重咲きトルコギキョウが生産され
ており，海外からも高い評価を受けて
いる。一般的に大輪八重咲きトルコギ
キョウは 3 輪程度開花してから収穫
する。緑色の蕾で早期に収穫を行うこ
とが可能となれば，輸送時の積載本数
の増加による輸送コスト削減や花弁の
傷つき防止，冬季の圃場での切り残し
の出荷などの利点が得られる。そこで，
我々は農林水産省「食料生産地域再生
のための先端技術展開事業」（2013 ～
2017 年度）においてトルコギキョウ
の蕾開花法の開発に取り組んだ。

トルコギキョウ蕾開花法の開発に
は，大輪八重咲で開花時の花弁色が
濃紫色のトルコギキョウ品種 ‘ ボヤー
ジュ（2 型）ブルー ’ を主に用いた。
先端部が開き始めた緑色の蕾で収穫
し，花柄長 5 cm に調整して糖と抗菌
剤が入った溶液（GLA：1％グルコー
ス，ケーソン CG 0.5 mL / L，硫酸ア
ルミニウム 50 mg / L）に挿して 20，
25，30，35℃，PPFD 80 µ mol /㎡ /
s，連続光のインキュベータに搬入し
て開花まで調査を行った（Mizuno
ら　2017）。その結果，いずれの温度
においても開花時に花弁に緑色の部分
が不均一に残る着色不良現象が生じ

た。我々はこの着色不良現象を「着色
ムラ」とよび，その改善策を検討した

（図 -1）。‘ ボヤージュ（2 型）ブルー ’
の開花時の花弁色はアントシアニンよ
るもので，着色ムラを改善するには緑
色の色素であるクロロフィルの減少と
アントシアニンの増加が必要と考えら
れた。

ジャスモン酸（Jasmonic acid: JA）
はストレス応答時の防御物質の生産誘
導や葯の裂開など様々な生理作用を示
す植物成長調節物質である。JA のメ
チルエステルであるジャスモン酸メチ
ル（methyl jasmonate: MeJA） は こ
れまでに様々な植物において，アント
シアニン，カロテノイドおよびクロロ
フィル量の増減に影響を与えることが
報告されている。MeJA は 2.5 µL / L
でダイズの胚軸，200  µL / L でチュー
リップ球根から伸長する葉でアントシ
アニンが増加する（Vincent ら 1991; 
Saniewski ら 1998）。収穫後のリン
ゴ ‘ ふ じ ’ 果 実 に お い て，0.224 ～
2.24 g / L MeJA を浸漬処理すること
によりアントシアニン濃度が高くな
る（Rudell ら 2002）。ペチュニアの
蕾では 5 µM MeJA の吸液処理によっ
て開花時の花弁のアントシアニン量
が増加する（Tamari ら 1995）。リン
ゴ ‘ ゴールデンデリシャス ’ の収穫後
の果実において 8 ppm の MeJA を曝
露処理することにより果皮のβ - カロ
テンが著しく増加し，クロロフィルの
減少が促進される（Pérez ら 1993）。
また，シロイヌナズナ葉では，10 µM
の MeJA 処理によりクロロフィル分

解に重要な酵素であるクロロフィラー
ゼの遺伝子発現が上昇する（Tsuchiya
ら 1999）。

そこで，MeJA 処理がトルコギキョ
ウ蕾の開花時の着色ムラ改善に有効で
あるか調査した（Mizuno ら 2017）。
緑色で先端がやや開いたステージで収
穫した ‘ ボヤージュ（2 型）ブルー ’
蕾小花を花柄長 5 cm に調整し，GLA
溶液に挿して密閉アクリルチャンバー
内に搬入し，4 µM MeJA を開花まで
連続的に曝露処理した。環境条件は
30℃，連続光（PPFD 95 µmol /㎡ /s）
とした。その結果，MeJA 処理によっ
て着色ムラが改善されるとともに，開
花が早まった（図 -2）。また，収穫後
1 および 2 日間の MeJA 処理は，連
続処理と同等に着色ムラ改善および開
花促進に有効であった。MeJA 処理に
よりトルコギキョウ蕾の開花が促進さ
れることは ‘ キングオブオーキッド ’
でも示されており，花弁の細胞壁を緩
める働きのあるタンパク質の遺伝子発
現が MeJA 処理により上昇すること
が報告されている（Ochiai ら 2013）。

図 -1　‌‌トルコギキョウ ‘ ボヤージュ（2型）
ブルー ’における開花時の着色ムラの例　

*現：独立行政法人国立科学博物館　植物研究部

図‐1 トルコギキョウ‛ボヤージュ（2型）ブルーʼにおける
開花時の着⾊ムラの例
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着色ムラは花弁に不均一に発生するこ
とから目視での判断に加えて画像解析
により定量評価を行った（Mizuno ら 
2017）。上記の試験において ‘ ボヤー
ジュ（2 型）ブルー ’ の開花した全花
弁をスキャナーで取り込み，ソフト
ウエア Photoshop CC 2015（Adobe
システム）上で，画像データを Lab
表色系の a 値ごとのピクセル数のヒス
トグラムで示した。a 値は 0 から 255
の数字で示され，127 以下で緑寄りの
色，128 以上で赤寄りの色を示す。着
色ムラが発生した花では，緑色寄りの

ピークと赤色寄りのピーク２つに対し
て，着色ムラが発生していない個体で
は赤色寄りのピーク１つであった（図
-3）。そこで，全花弁の総ピクセル数
に占める a 値 127 以下のピクセル数
の割合を着色ムラ面積率として算出
した。着色ムラ面積率は MeJA 無処
理では 36.5 ～ 48.9％であるのに対し
て，連続，1 日，2 日間の MeJA 処理
では 2.2 ～ 8.9％となり，MeJA 処理
により着色ムラが減少することを定量
的に評価することができた。

トルコギキョウには紫色以外にも黄

色，白色，桃色，緑色など様々な花色
の品種がある。紫色，桃色はアントシ
アニン，黄色はカロテノイド，緑色は
クロロフィルにより発色する。一方，
白色花弁は有色色素を含まない。これ
らの品種を用いて MeJA 処理による
蕾切り花の着色ムラ改善効果につい
て検討した（水野ら 2018）。大輪八
重咲きトルコギキョウ 6 品種 ‘ ボヤー
ジュ（1 型）イエロ－ ’（黄色），‘ ア
ンバーダブルホップ ’（緑色），‘ エグ
ゼラベンダー ’（淡紫色），‘ レイナホ
ワイト ’（白色），‘ ボヤージュ（1 型）
ホワイト ’（白色）および ‘ セレブピ
ンク ’（淡桃色）の先端が開き始めた
薄緑色の蕾を花柄長 5 cm に調整し，
GLA または GLA ＋ 1 mM MeJA 溶
液に挿し，30℃，連続光（PPFD 85 
µmol /㎡ /s）下で開花または処理開
始 7 日間調査した。その結果，開花

図 -2　‌‌トルコギキョウ ‘ ボヤージュ（2型）
ブルー ’‌蕾へのMeJA 連続処理が開
花までの日数と着色ムラに及ぼす影
響（開花時の写真）

図‐2 トルコギキョウʻボヤージュ（2型）ブルーʼ
蕾へのMeJA連続処理が開花までの⽇数と着⾊ムラ
に及ぼす影響（開花時）

5.3 ± 0.2 4.2 ± 0.2

開花までの⽇数

MeJA無処理区 MeJA処理区

図‐3 画像解析による花弁の着⾊ムラ⾯積率測定の
⼀例（上段：着⾊ムラ個体，下段：正常開花個体）
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図 -3　‌画像解析による花弁の着色ムラ面積率測定の一例（上段：着色ムラ個体，下段：正常開花個体）
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とから目視での判断に加えて画像解析
により定量評価を行った（Mizuno ら 
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-3）。そこで，全花弁の総ピクセル数
に占める a 値 127 以下のピクセル数
の割合を着色ムラ面積率として算出
した。着色ムラ面積率は MeJA 無処
理では 36.5 ～ 48.9％であるのに対し
て，連続，1 日，2 日間の MeJA 処理
では 2.2 ～ 8.9％となり，MeJA 処理
により着色ムラが減少することを定量
的に評価することができた。

トルコギキョウには紫色以外にも黄

色，白色，桃色，緑色など様々な花色
の品種がある。紫色，桃色はアントシ
アニン，黄色はカロテノイド，緑色は
クロロフィルにより発色する。一方，
白色花弁は有色色素を含まない。これ
らの品種を用いて MeJA 処理による
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ワイト ’（白色），‘ ボヤージュ（1 型）
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ンク ’（淡桃色）の先端が開き始めた
薄緑色の蕾を花柄長 5 cm に調整し，
GLA または GLA ＋ 1 mM MeJA 溶
液に挿し，30℃，連続光（PPFD 85 
µmol /㎡ /s）下で開花または処理開
始 7 日間調査した。その結果，開花
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図 -3　‌画像解析による花弁の着色ムラ面積率測定の一例（上段：着色ムラ個体，下段：正常開花個体）

水野・湯本：大輪八重咲きトルコギキョウ切り花の蕾収穫で生じる着色ムラの軽減に有効なジャスモン酸メチル　9

時の着色ムラ発生個体率は，‘ アンバー
ダブルホップ ’ 以外の品種において
MeJA 無処理で 75% 以上，MeJA 処
理で 20% 以下となった（図 -4）。また，
開花率は ‘ エグゼラベンダー ’，‘ レイ
ナホワイト ’，‘ ボヤージュ（1 型）ホ
ワイト ’ では MeJA 無処理で 67，33，
67％であったのに対して，MeJA 処理
で 100％となった。開花は ‘ アンバー
ダブルホップ ’ では MeJA 処理により
早まった。これらの結果から，MeJA
はトルコギキョウの様々な品種におい
て着色ムラの改善や開花率の向上，開
花促進に効果があると考えられた。

小 花 の 試 験 に 続 い て，‘ ボ ヤ ー
ジュ（2 型）ブルー ’ 切り花を用いて
MeJA 処理の着色ムラ軽減効果につい
て調査を行った（水野ら 2018）。先
端部が開き始めた緑色の蕾 1 個が付

いた全長 50 cm の切り花を実験に用
いた。GLA ＋ 1 mM MeJA 溶液の処
理期間と処理時の光条件を組み合わせ
て 7 処理区を設け，秋と春の 2 回試
験を実施した。着色ムラ発生個体率
および緑色部面積率（着色ムラ面積
率）は，MeJA 処理区で低下した。ま
た，MeJA 無処理区においても連続暗
黒条件で開花させると着色ムラが軽減
したが，花色が著しく薄くなった。ト
ルコギキョウ鉢花において，蕾が付い
た植物体を弱光条件で栽培すると開花
時の花弁のアントシアニン量が減少す
る（Griesbach 1992; Kawabata ら 
1999）。このことから，紫色，桃色等
のアントシアニンにより発色する花色
においては，蕾から開花させる際の光
条件が濃淡に影響すると考えられた。
開花率はすべての区で 83% 以上と高

かった。開花は MeJA 処理区で早くな
る傾向がみられた。開花時の花弁の大
きさは連続暗黒条件で MeJA を連続処
理すると小さくなった。

大輪八重咲きトルコギキョウ 6 品
種 ‘ ボヤージュ（1 型）イエロ－ ’（黄
色），‘ アンバーダブルホップ ’（緑色），
‘ エグゼラベンダー ’（淡紫色），‘ レ
イナホワイト ’（白色），‘ ボヤージュ（1
型）ホワイト ’（白色）および ‘ セレ
ブピンク ’（淡桃色）においても切り
花を用いた MeJA 処理実験を行った。
GLA または GLA ＋１ｍ M MeJA 溶
液を暗黒・30℃条件で 24 時間処理後，
開花または処理開始 10 日間連続光

（PPFD 65 µmol /㎡ /s）・30℃条件
でGLA溶液を処理した。その結果，‘レ
イナホワイト ’ と ‘ ボヤージュ（1 型）
ホワイト ’ において，MeJA 処理によ
り着色ムラ個体の発生が減少した。そ
の他の品種では MeJA 無処理におい
ても着色ムラが発生しなかった。‘ レ
イナホワイト ’ において開花が MeJA
処理で早まった。開花率はいずれの品
種および処理においても 83% 以上と
高くなった。

トルコギキョウの大輪八重品種の蕾
において，MeJA 処理は開花時の着色
ムラ改善や開花率および開花促進に有
効であると考えられた。その効果につ
いては品種によって差がみられた。ま
た，全長 50 cm の切り花に比べて花
柄長 5 cm の小花を用いた試験におい
て，MeJA 処理の効果が顕著に認めら
れた。小花と切り花で著しく異なって
いる点は茎や葉の有無である。一般的に

ボヤージュ（1型）イエロー アンバーダブルホップ

エグゼラベンダー レイナホワイト

ボヤージュ（1型）ホワイト セレブピンク

図‐4 トルコギキョウ6品種における蕾収穫した⼩花の開
花時の様⼦（左：MeJA無処理，右：MeJA処理）
中⼼部の花弁が展開し開葯した時点を開花とした。
‘アンバーダブルホップʼは開花時の花⾊が緑⾊のため着⾊ムラ調査未実施。
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図 -4　‌‌‌トルコギキョウ6品種における蕾収穫した
小花の開花時の様子（左：MeJA無処理，右：
MeJA処理）

‌ 中心部の花弁が展開し開葯した時点を開花‌
‌ とした。
‌ ‘ アンバーダブルホップ ’ は開花時の花色‌
‌ が緑色のため着色ムラ調査未実施。
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植物体内のジャスモン酸は分裂が盛んな
部分や花芽において濃度が高いと言われ
ているが，トルコギキョウにおける内生
ジャスモン酸類の種類や分布については
明らかになっていない。今後，トルコギ
キョウの開花時の着色とジャスモン酸類
の関係を明らかにするため，内生のジャ
スモン酸類の分析を進める予定である。
トルコギキョウの蕾開花法の開発につい
ては，開花時の温度，光等の環境条件が
アントシアニンによる花色の濃淡に影響
を与えることから，さらに研究を進める
必要がある。
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　ヒユ科イノコヅチ属の多年草。本州以南の山野，路傍，藪な
どの日のあまり当たらないところに生えることからヒカゲイノ
コヅチともいう。これに対して日当たりの良いところに生える
ものをヒナタイノコヅチという。背丈 50cm ～ 1m。茎は四角
形で節がふくらむ。イノコヅチの名は，この節のふくらんだ太
い茎を「猪

い

の子
こ

」の脚の膝頭に見立てたものというが，まだ，
比較してみたことはない。
　日本在来で，万葉人たちも，野を走り回った後，裳裾に付着
するおびただしい数の砲弾型の果実に悩まされていたはずであ
る。それほどのイノコヅチであるが万葉集には出てこない。イ
ノコヅチが初めて記載されるのは平安時代に入ってから，漢方
としての「牛

ご し つ

膝」としてであった。
　目だった花を持たないイノコヅチである。近世までの歌人，
俳人には見向きされることはなく，イノコヅチが歌や俳句に詠

まれるようになるのは近代になってからであった。
　イノコヅチは秋の季語であり，近代以降，多くの句が詠まれ
ている。その中にこんな句があった。
　　背にとめて何のあかしのゐのこづち　　加藤楸邨
　一方，今を代表するシンガーソングライターの松任谷由実。
そのユーミンの「りんごの匂いと風の国」の中に，こんなくだ
りがある。「言えなかった想いを込めて口づけた『いのこずち』
をセーターに投げる」のである。『いのこずち』の 1 個の果実
を投げつけても，思うようには届かないかと思われるが，そこ
は口づけした『いのこずち』の 1 果実を，投げるといいなが
らそっとセーターの背中にとどめたのであろう。楸邨と言い，
ユーミンと言い，背中にとどめたイノコヅチにどんな思いを込
めたのであろうか。

（公財）日本植物調節剤研究協会
兵庫試験地　須藤　健一猪子槌・牛膝・対節菜（イノコヅチ）田畑の草

くさぐさ
種
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植物体内のジャスモン酸は分裂が盛んな
部分や花芽において濃度が高いと言われ
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　大阪府立大学と東京農業大学で雑草学に多大な足跡を残さ
れた山口裕文先生が監修し，東京農業大学の宮浦理恵先生，
松嶋賢一先生および京都大学の下野嘉子先生を編集者とし，
さらに，雑草学や種生物学の最先端で活躍中の 25 名の研究
者の研究成果を配して，「雑草学の重要さを理解していただ
けば」と意図した学術入門書である。
　まず，「雑草という用語の定義の考証」をテーマとした監修・
編集者の 4 人による討論記録に始まり，「雑草の多様でたく
ましい生き残りの原理，雑草に組み込まれた生理的・生態的
特徴，雑草防除技術の進展とその中での雑草のふるまい」，
および「雑草の生活活用と文化認識の成り立ち」へと展開す
る。Part Ⅰから Part Ⅲまでは農業を基盤とした雑草の解説
で，いずれの Chapter でも担当の執筆者による最先端の情
報が提供されている。雑草とその制御に携ったことのある読
者にとっては，必ずどこかで自分の経験とつながる記述に出
会うことができるであろう。Part Ⅳでは，民俗植物学の知
見や教育での雑草の利活用に加えて，「・・雑草は，人間の
五感のうち，特に食べる，見る，触るという 3 つの感覚を
刺激し，身近で活用したい・楽しみたいと考える・・・」と
いう人々に向けた情報も提供される。住宅地を含む緑地や
堤防など農地から離れて日常生活に近い場面での雑草とそ
の管理にも，人々の関心が及んできていることを考えると，
この部分は今後さらに拡充されることを期待したい。また
Chapter の間の Column も興味深く，さらに Topics で重
要な用語が解説されている。
　「大学 1 年から 2 年生程度の授業での副読本となるように
平易な文章で解説している。（はじめに）」とあるように，執
筆者各位が蘊蓄を傾け，工夫を凝らして基本的情報と最新の
研究成果を記述しているが，それでも，上記したような一定
の経験のある読者はともかく，初学者には難しいかもしれな
い。「Chapter 8　8-1　除草剤の開発と利用」は，本来であ
れば 1 冊の教科書とするテーマを，項目を絞って要領よく
述べているものの，ほとんど文字で占められている。雑草学
の本の宿命としておびただしい数の植物名や除草剤の成分名
が並ぶのが，難しさを感じさせる一因とも考えられるので，
例えば Chapter の冒頭に，そこで扱う主要な種の画像を置
く，などのサービスがあってもよいのではないかと思う。し
かしこれを逆に考えれば，多数の植物名や化学物質名の中か
ら，自分の記憶にあるものを含む Chapter からまず入って
読み通す，こともできると思う。とかく「活字離れ」と言わ
れる現今の学生や若い読者には，執筆者の工夫を頼りにして
読み通してほしい内容である。
　なお，口絵のカラー写真は鮮明であるが，本文中では印刷
技術上の問題に起因すると思われる不鮮明なモノクロ写真が
しばしば見られるのが惜しまれる。
　カタバミ（酢漿草），リンドウ（三葉竜胆），ナズナ（五つ薺）

など植物をデザインした家紋を配した表紙カバーからも，監
修・編集者の意気込みを感じ取れる。2018 年のノーベル医
学・生理学賞に輝いた本庶　佑先生は，「教科書に書いてあ
ることを信じないこと。」などとおっしゃったとのことであ
る。筆者は，教科書にはそれまでに得られた知識が書かれて
いて，学ぶ側はそれを基に展開や発展を図るもの，と理解し
ている。その観点から本書を，植物・雑草とその管理・利用
に関する，展開や発展のタネが随所に埋め込まれている教科
書・入門書として，多くの方にお奨めする。

「雑草学入門」の目次
Prologue　雑草とは何か　―氾濫する「雑草」の解釈と雑草学の範疇―
Part　Ⅰ　雑草の多様性
Chapter 1　雑草の種類と分布拡大
　① コムギ畑の雑草フロラに見られる種組成の大陸間比較，②農産物

に混入する雑草の種子
Chapter 2　雑草フロラの変遷
　① 稲作農耕伝来後の水田雑草フロラの変遷，②水田畦畔草地の生物

多様性
Chapter 3　雑草の種間相互作用
　① 繁殖干渉と雑草の分布―オナモミ類とイヌノフグリ類を事例として―，②外来

雑草と外来天敵昆虫の進化的相互作用
Part　Ⅱ　雑草のふるまい　ー群落と生理生態ー
Chapter 4　雑草群落の撹乱と人為干渉
　① 霍乱と雑草―津波と原発事故に伴う大規模霍乱のもとで―，②雑草群落の

遷移に及ぼす撹乱と環境の影響
Chapter 5　雑草の生活史と生活環
　① 雑草種子の発芽と休眠，②アレロパシーを介した作物と雑草における

生活史干渉
Part　Ⅲ　近代的雑草防除へ／防除技術の革新的変化
Chapter 6　農業への干渉
　① 水田の強害雑草タイヌビエと戦う，②コナギの生活史特性と防除

管理，③水田裏作における雑草スズメノテッポウの管理
Chapter 7　耕種的管理：AI 除草へ
　① 除草ロボットの開発，②アレロパシーを介した作物と雑草における

生活史干渉
Chapter 8　化学的管理
　① 除草剤の開発と利用，②化学的生態型の進化―雑草の除草剤抵抗性の

メカニズム―

Part　Ⅳ　雑草の文化と活用
Chapter 9　文化資源と生物活用
　①雑草の認識および利用・共生と人間活動，②雑草の利用
Chapter 10　雑草学の歴史と広がり
　①雑草の語義文化と雑草生物学
Appendix　戦後日本の雑草防除史と関連法規・登録除草剤年表

雑草学入門 講談社サイエンティフィク
A5 判
口絵 8 頁
本文・索引 335 頁
本体価格 3,600 円（税別）
ISBN  978-4-06-512952-4 森田　弘彦
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平成 30 年度緑地管理関係除草剤・生育調節剤試験成績検

討会は，平成 30 年 10 月 17 日 ( 水 ) 〜 18 日 ( 木 ) に浅草

ビューホテルにおいて開催された。

この検討会には，試験場関係者 25 名，委託関係者 69 名

ほか，計107名の参集を得て，裸地管理区分50薬剤(251点)，

緑地維持区分 2 薬剤（９点 ) について，試験成績の報告と

検討が行われた。

その判定結果および使用基準については，次の判定表に

示す通りである。

委託試験判定結果

( 公財 )日本植物調節剤研究協会　技術部

平成 30年度緑地管理関係
除草剤・生育調節剤試験判定結果

平成 30 年度緑地管理関係除草剤・生育調節剤試験 判定
A. 裸地管理　⑴一般

 1 

 

平成 30 年度緑地管理関係     
  除草剤・生育調節剤試験判定結果 

 

 (公財)日本植物調節剤研究協会 技術部 
 

 

平成30年度緑地管理関係除草剤・生育調節剤試験成績検討

会は，平成30年10月17日(水)～18日(木)に浅草ビューホテ

ルにおいて開催された。 

この検討会には，試験場関係者25名，委託関係者69名ほ

か，計 107名の参集を得て，裸地管理区分 50薬剤(251点)，

緑地維持区分 2薬剤(9点)について，試験成績の報告と検討

が行われた。 

 その判定結果および使用基準については，次の判定表に示す

通りである。 

 

平成 30年度緑地管理関係除草剤・生育調節剤試験 判定 

A.裸地管理 (1)一般    

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
ねらい 判定 判定内容 

1.AC-414 顆粒水和 
シクロスルファムロン:66% 
 
 
[BASFジャパン] 
 

一般/土壌/発生前/広葉/初年目 継 継) 
・効果の確認 

2.ACN 水和 
ACN:25.0% 
 
 
[アグロ カネショウ]  

一般/茎葉兼土壌/生育期/イシクラゲ/2年
目 

実・継 実)[ゼニゴケ] 
・生育期 
・2g<100～300mL:噴霧器， 

500～1000mL:ジョウロ>/㎡ 
 
[イシクラゲ] 
・生育期(膨潤状態) 
・2～4g<200mL>/㎡ 
・茎葉処理 
 
継) 
・処理時期，散布水量について(ゼニゴケ) 
・イシクラゲ生育期での効果の年次変動の確認 
 

3.AS-15 粒 
ブロマシル:1.5% 
 
 
[ハート]  
 

一般/土壌/発生前/一年生 継 継) 
・効果の確認 一般/土壌/生育初期/一年生 

一般/土壌/生育初期/多年生広葉 

一般/土壌/生育期/一年生 

4.AS-50 粒 
ブロマシル:5.0% 
 
 
[ハート] 
 
 

一般/土壌/発生前/一年生・多年生/2年目 継 継) 
・効果の確認 

一般/土壌/生育初期/一年生・多年生/2年
目 

一般/土壌/生育期/一年生・多年生/2年目 

一般/株元/生育期/ススキ/2年目 

5.BEH-507 フロアブル 
インダジフラム:19.1% 
 
 
[バイエルクロップサイエン
ス]  
 

一般/土壌/発生前/一年生/年次変動 実 
 

(従来通
り) 

実)[一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 0.035～0.075mL<100～300mL>/㎡ 
・土壌処理 
 

12　植調　Vol.53, No.1（2019)
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目 

実・継 実)[ゼニゴケ] 
・生育期 
・2g<100～300mL:噴霧器， 

500～1000mL:ジョウロ>/㎡ 
 
[イシクラゲ] 
・生育期(膨潤状態) 
・2～4g<200mL>/㎡ 
・茎葉処理 
 
継) 
・処理時期，散布水量について(ゼニゴケ) 
・イシクラゲ生育期での効果の年次変動の確認 
 

3.AS-15 粒 
ブロマシル:1.5% 
 
 
[ハート]  
 

一般/土壌/発生前/一年生 継 継) 
・効果の確認 一般/土壌/生育初期/一年生 

一般/土壌/生育初期/多年生広葉 

一般/土壌/生育期/一年生 

4.AS-50 粒 
ブロマシル:5.0% 
 
 
[ハート] 
 
 

一般/土壌/発生前/一年生・多年生/2年目 継 継) 
・効果の確認 

一般/土壌/生育初期/一年生・多年生/2年
目 

一般/土壌/生育期/一年生・多年生/2年目 

一般/株元/生育期/ススキ/2年目 

5.BEH-507 フロアブル 
インダジフラム:19.1% 
 
 
[バイエルクロップサイエン
ス]  
 

一般/土壌/発生前/一年生/年次変動 実 
 

(従来通
り) 

実)[一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 0.035～0.075mL<100～300mL>/㎡ 
・土壌処理 
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A.裸地管理 (1)一般    

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
ねらい 判定 判定内容 

6.BEH-1801 フロアブル 
インダジフラム:7.4% 
 
 
[バイエルクロップサイエン
ス]  
 

一般/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 
・効果の確認 

7.DBN 4.5 粒 
DBN:4.5% 
 
 
[アグロ カネショウ]  
 
 

一般/土壌/発生前～始期/スギナ 継 継) 
・効果の確認 

8.LNS-001 顆粒水和 
フルセトスルフロン:50% 
 
 
[エス・ディー・エス バイオテ
ック]  
  

一般/土壌/発生前/一年生/薬量拡大 実・継 実)[一年生雑草] 
・発生前 
・0.045～0.06g<100～200mL>/㎡ 
・土壌処理 
 
・生育期(草丈30cm以下) 
・0.06～0.12g<100～200mL>/㎡ 
・茎葉兼土壌処理 
注)展着剤を加用する｡ 
 
[一年生広葉，多年生広葉] 
・生育初期(草丈20cm以下) 
・0.03～0.06g<100～200mL>/㎡ 
・茎葉兼土壌処理 
注)展着剤を加用する｡ 
 
[クズ] 
・生育期 
・0.06～0.12g<100～200mL>/㎡ 
・茎葉処理 
注)展着剤を加用する｡ 
 
継) 
・一年生雑草生育期(草丈30～50cm)での効果の確
認 
・一年生雑草発生前の薬量0.12g，0.18gでの効果
の確認 
・一年生雑草生育期の薬量0.18gでの効果の確認 
 

一般/茎葉兼土壌/生育期/一年生/2年目 

9.MAH-1201顆粒水和 
DCMU:80.0% 
 
 
[アダマ・ジャパン]  
  

一般/土壌/発生前/一年生/薬量拡大 実・継 
 

実)[一年生雑草] 
・発生前 
 0.2～1g<100mL>/㎡ 
1～2g<100～200mL>/㎡ 

・土壌処理 
 
 
[ゼニゴケ] 
・生育期 
・0.2～0.4g<25～100mL>/㎡ 
・茎葉兼土壌処理 
注) 
・25～50mL/㎡散布は専用ノズルを使用し，展着剤
を加用する｡ 
 
継) 
・一年生雑草発生前の薬量0.2，0.4g<100mL>/㎡で
の効果の年次変動の確認 
・一年生雑草発生前の薬量0.2，0.4g<25mL>/㎡で
の効果の確認 
・イシクラゲに対する効果の確認 
 

一般/茎葉兼土壌/生育期/イシクラゲ/初
年目 

    

A. 裸地管理　⑴一般

平成30年度緑地管理関係除草剤・生育調節剤試験判定結果　13



14

 3 

A.裸地管理 (1)一般    

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
ねらい 判定 判定内容 

10.MBH-146顆粒水和 
オキサジクロメホン:48% 
 
 
[丸和バイオケミカル]  
 
 

一般/土壌/発生前/一年生イネ科/2年目 実 実) [一年生イネ科雑草] 
・発生前 
・0.125～0.25g<100～200mL>/㎡ 
・土壌処理 
 

11.NC-319 顆粒水和 
ハロスルフロンメチル:75.0% 
 
 
[日産化学]  
  
 

一般/土壌/発生前/広葉/2年目 実 実) [一年生広葉雑草，多年生広葉雑草] 
・発生前～発生始期 
・0.03～0.05g<100～200mL>/㎡ 
・土壌処理 
 一般/茎葉兼土壌/発生始期/広葉/2年目 

12.RGH-1302 フロアブル 
ピロキサスルホン:36.3% 
 
 
[理研グリーン]  
 
 

一般/土壌/発生前/一年生/年次変動 実 
 

(従来通
り) 

実)[一年生雑草] 
・発生前 
・0.15～0.3mL<100～200mL>/㎡ 
・土壌処理 
 

13.SB-217 顆粒水和 
アミカルバゾン:10% 
トリアジフラム:30% 
 
 
[エス・ディー・エス バイオテ
ック]  
 

一般/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 
・効果の確認 

14.SB-547 フロアブル 
カルブチレート:45% 
 
 
[エス・ディー・エス バイオテ
ック]  

一般/土壌/発生前/一年生/初年目 実・継 
 

(従来通
り) 

実)[一年生雑草，多年生雑草] 
・生育期(草丈30cm以下) 
・1.0～2.0mL<200～300mL>/㎡ 
・土壌処理 
 
継) 
・一年生雑草発生前での効果の確認 
 

15.テトラピオン 粒 
テトラピオン:10.0% 
 
 
[三井化学アグロ]  
  

一般/土壌/生育休止期～生育始期/クズ/
初年目 

実・継 
 

(従来通
り) 

実)[一年生イネ科雑草] 
・発生前 
・2～10g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生イネ科雑草，多年生イネ科雑草] 
・生育初期(草丈20cm以下) 
・5～10g/㎡ 
・土壌処理 
 
[タケ類:根絶効果] 
・生育終期～休止期 
・8～15g/㎡ 
・土壌処理 
 
継) 
・多年生イネ科雑草発生前での効果の確認 
・生育初期処理における薬量2g/㎡での効果の確認 
・クズ生育休止期～萌芽期での効果の確認 
 

一般/土壌/生育休止期～萌芽期/クズ/2年
目 

    

A. 裸地管理　⑴一般
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A.裸地管理 (1)一般    

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
ねらい 判定 判定内容 

10.MBH-146顆粒水和 
オキサジクロメホン:48% 
 
 
[丸和バイオケミカル]  
 
 

一般/土壌/発生前/一年生イネ科/2年目 実 実) [一年生イネ科雑草] 
・発生前 
・0.125～0.25g<100～200mL>/㎡ 
・土壌処理 
 

11.NC-319 顆粒水和 
ハロスルフロンメチル:75.0% 
 
 
[日産化学]  
  
 

一般/土壌/発生前/広葉/2年目 実 実) [一年生広葉雑草，多年生広葉雑草] 
・発生前～発生始期 
・0.03～0.05g<100～200mL>/㎡ 
・土壌処理 
 一般/茎葉兼土壌/発生始期/広葉/2年目 

12.RGH-1302 フロアブル 
ピロキサスルホン:36.3% 
 
 
[理研グリーン]  
 
 

一般/土壌/発生前/一年生/年次変動 実 
 

(従来通
り) 

実)[一年生雑草] 
・発生前 
・0.15～0.3mL<100～200mL>/㎡ 
・土壌処理 
 

13.SB-217 顆粒水和 
アミカルバゾン:10% 
トリアジフラム:30% 
 
 
[エス・ディー・エス バイオテ
ック]  
 

一般/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 
・効果の確認 

14.SB-547 フロアブル 
カルブチレート:45% 
 
 
[エス・ディー・エス バイオテ
ック]  

一般/土壌/発生前/一年生/初年目 実・継 
 

(従来通
り) 

実)[一年生雑草，多年生雑草] 
・生育期(草丈30cm以下) 
・1.0～2.0mL<200～300mL>/㎡ 
・土壌処理 
 
継) 
・一年生雑草発生前での効果の確認 
 

15.テトラピオン 粒 
テトラピオン:10.0% 
 
 
[三井化学アグロ]  
  

一般/土壌/生育休止期～生育始期/クズ/
初年目 

実・継 
 

(従来通
り) 

実)[一年生イネ科雑草] 
・発生前 
・2～10g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生イネ科雑草，多年生イネ科雑草] 
・生育初期(草丈20cm以下) 
・5～10g/㎡ 
・土壌処理 
 
[タケ類:根絶効果] 
・生育終期～休止期 
・8～15g/㎡ 
・土壌処理 
 
継) 
・多年生イネ科雑草発生前での効果の確認 
・生育初期処理における薬量2g/㎡での効果の確認 
・クズ生育休止期～萌芽期での効果の確認 
 

一般/土壌/生育休止期～萌芽期/クズ/2年
目 

    

A. 裸地管理　⑴一般

14　植調　Vol.53, No.1（2019)

 4 

A.裸地管理 (1)一般    

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
ねらい 判定 判定内容 

16.AEH-002顆粒水和 
ヨードスルフロンメチルナト
リウム塩:10% 
 
 
[バイエルクロップサイエン
ス]  

一般/茎葉/生育期/ネズミムギ/2年目 実・継 
 

実) 
[一年生広葉雑草，多年生広葉雑草] 
・生育期(草丈30cm以下) 
・0.04～0.08g<100～200mL>/㎡ 
・茎葉処理 
 
[ネズミムギ] 
・生育期(草丈30cm以下) 
・0.04～0.12g<100～300mL>/㎡ 
・茎葉処理 
 
注)展着剤を加用する｡ 
 
[クズ] 
・生育期 
・0.06～0.12g<100～200mL>/㎡ 
・茎葉処理 
 
継) 
・一年生広葉雑草，多年生広葉雑草生育期(草丈30
～50cm)での効果の確認 
 

17.OAT-0901 液 
グルホシネート:18.5% 
 
 
[OATアグリオ]   
 

一般/茎葉/生育期/一年生/初年目 継 継) 
・効果の確認 

一般/茎葉/生育期/多年生・スギナ/初年目 

18.UPH-004 
(旧NH-009) 液 
グルホシネート:18.5% 
 
 
[ユーピーエルジャパン]  

一般/茎葉/生育期/一年生/2年目 実・継 
 

実) [一年生雑草] 
・ 生育期(草丈30cm以下) 
・ 0.5～1.0mL<100～200mL>/㎡ 
・茎葉処理 
 
[多年生雑草，スギナ] 
・生育期(草丈30cm以下) 
・ 1.0～2.0mL<100～200mL>/㎡ 
・茎葉処理 
 
継) 
・効果の年次変動の確認(一年生雑草生育期の薬量
0.5～1.0mL<200mL>/㎡，スギナ生育期の薬量1～
2mL<200mL>/㎡) 
・多年生雑草生育期での除草効果の年次変動の確
認 
 

一般/茎葉/生育期/多年生・スギナ/2年目 

19.HAT-704 粒 
テブチウロン:2.0% 
テトラピオン:4.0% 
 
 
[保土谷アグロテック] 
 

一般/土壌/生育初期/一年生・多年生/2年
目 

実 実 [一年生雑草，多年生雑草] 
・ 生育初期(草丈20cm以下) 
・ 7.5～20g/㎡ 
・土壌処理 
 

 
 
 

A.裸地管理 (2)家庭用    

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
ねらい 判定 判定内容 

1.AKH-0006 粒 
DBN:1.5% 
イソウロン:1.0% 
 
 
[アグロ カネショウ] 
  

家庭/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 
・効果の確認 

家庭/土壌/生育初期/一年生・多年生広葉・ 
スギナ/初年目 

A. 裸地管理　⑴一般

A. 裸地管理　⑵家庭用
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A.裸地管理 (1)一般    

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
ねらい 判定 判定内容 

16.AEH-002顆粒水和 
ヨードスルフロンメチルナト
リウム塩:10% 
 
 
[バイエルクロップサイエン
ス]  

一般/茎葉/生育期/ネズミムギ/2年目 実・継 
 

実) 
[一年生広葉雑草，多年生広葉雑草] 
・生育期(草丈30cm以下) 
・0.04～0.08g<100～200mL>/㎡ 
・茎葉処理 
 
[ネズミムギ] 
・生育期(草丈30cm以下) 
・0.04～0.12g<100～300mL>/㎡ 
・茎葉処理 
 
注)展着剤を加用する｡ 
 
[クズ] 
・生育期 
・0.06～0.12g<100～200mL>/㎡ 
・茎葉処理 
 
継) 
・一年生広葉雑草，多年生広葉雑草生育期(草丈30
～50cm)での効果の確認 
 

17.OAT-0901 液 
グルホシネート:18.5% 
 
 
[OATアグリオ]   
 

一般/茎葉/生育期/一年生/初年目 継 継) 
・効果の確認 

一般/茎葉/生育期/多年生・スギナ/初年目 

18.UPH-004 
(旧NH-009) 液 
グルホシネート:18.5% 
 
 
[ユーピーエルジャパン]  

一般/茎葉/生育期/一年生/2年目 実・継 
 

実) [一年生雑草] 
・ 生育期(草丈30cm以下) 
・ 0.5～1.0mL<100～200mL>/㎡ 
・茎葉処理 
 
[多年生雑草，スギナ] 
・生育期(草丈30cm以下) 
・ 1.0～2.0mL<100～200mL>/㎡ 
・茎葉処理 
 
継) 
・効果の年次変動の確認(一年生雑草生育期の薬量
0.5～1.0mL<200mL>/㎡，スギナ生育期の薬量1～
2mL<200mL>/㎡) 
・多年生雑草生育期での除草効果の年次変動の確
認 
 

一般/茎葉/生育期/多年生・スギナ/2年目 

19.HAT-704 粒 
テブチウロン:2.0% 
テトラピオン:4.0% 
 
 
[保土谷アグロテック] 
 

一般/土壌/生育初期/一年生・多年生/2年
目 

実 実 [一年生雑草，多年生雑草] 
・ 生育初期(草丈20cm以下) 
・ 7.5～20g/㎡ 
・土壌処理 
 

 
 
 

A.裸地管理 (2)家庭用    

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
ねらい 判定 判定内容 

1.AKH-0006 粒 
DBN:1.5% 
イソウロン:1.0% 
 
 
[アグロ カネショウ] 
  

家庭/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 
・効果の確認 

家庭/土壌/生育初期/一年生・多年生広葉・ 
スギナ/初年目 
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A.裸地管理 (2)家庭用    

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
ねらい 判定 判定内容 

2.GL-61 フロアブル 
グリホサートイソプロピルア
ミン塩:23.0% 
MCPAイソプロピルアミン
塩:4.3% 
フルミオキサジン:3.0% 
 
 
[住友化学園芸]  

家庭/土壌/発生前/一年生/2年目 実・継 実) [一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 1.0mL<100mL>/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草] 
・ 生育期(草丈30cm以下) 
・ 2.0mL<100mL>/㎡ 
・茎葉兼土壌処理 
 
 
[多年生雑草] 
・生育期(草丈30cm以下) 
・ 3.0～4.0mL<100mL>/㎡ 
・茎葉兼土壌処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 
 
継) 
・一年生雑草に対する効果の確認(発生前の薬量
0.1mL，0.2mL，0.5mL/㎡，生育期の薬量1.0mL，
1.5mL/㎡) 
・スギナ生育期での効果の確認 
・ササ生育期での効果の確認 
・ススキ生育期での効果の確認 
 

家庭/茎葉兼土壌/生育期/一年生/2年目 

家庭/茎葉兼土壌/生育期/多年生・スギナ
/2年目 

家庭/茎葉兼土壌/生育期/ササ/初年目 

家庭/茎葉兼土壌/生育期/ススキ/初年目 

3.HAT-303 粒 
ターバシル:1.5% 
DCBN:1.5% 
DCMU:3% 
 
 
[保土谷アグロテック]  

家庭/土壌/生育期/一年生・多年生・スギ
ナ/初年目/草丈40cm 

実・継 
 

(従来通
り) 

実)[一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～15g/㎡ 
・土壌処理 
 
 [一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育初期(草丈20cm以下) 
・ 15～30g/㎡ 
・土壌処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 
 
継) 
・チガヤ生育初期での年次変動の確認 
・一年生雑草，多年生雑草，スギナ生育期での効
果の確認 
 

4.HAT-401 粒 
ヘキサジノン:1.0% 
DBN:2.0% 
DCMU:4.0% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

家庭/土壌/生育期/一年生・多年生・スギ
ナ/初年目/草丈40cm 

実・継 
 

(従来通
り) 

実) [一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～15g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育初期(草丈20cm以下) 
・ 15～30g/㎡ 
・土壌処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 
 
継) 
・チガヤ生育初期での効果の年次変動の確認 
・一年生雑草，多年生雑草，スギナ生育期での効
果の確認 
 

A. 裸地管理　⑵家庭用
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A.裸地管理 (2)家庭用    

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
ねらい 判定 判定内容 

2.GL-61 フロアブル 
グリホサートイソプロピルア
ミン塩:23.0% 
MCPAイソプロピルアミン
塩:4.3% 
フルミオキサジン:3.0% 
 
 
[住友化学園芸]  

家庭/土壌/発生前/一年生/2年目 実・継 実) [一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 1.0mL<100mL>/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草] 
・ 生育期(草丈30cm以下) 
・ 2.0mL<100mL>/㎡ 
・茎葉兼土壌処理 
 
 
[多年生雑草] 
・生育期(草丈30cm以下) 
・ 3.0～4.0mL<100mL>/㎡ 
・茎葉兼土壌処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 
 
継) 
・一年生雑草に対する効果の確認(発生前の薬量
0.1mL，0.2mL，0.5mL/㎡，生育期の薬量1.0mL，
1.5mL/㎡) 
・スギナ生育期での効果の確認 
・ササ生育期での効果の確認 
・ススキ生育期での効果の確認 
 

家庭/茎葉兼土壌/生育期/一年生/2年目 

家庭/茎葉兼土壌/生育期/多年生・スギナ
/2年目 

家庭/茎葉兼土壌/生育期/ササ/初年目 

家庭/茎葉兼土壌/生育期/ススキ/初年目 

3.HAT-303 粒 
ターバシル:1.5% 
DCBN:1.5% 
DCMU:3% 
 
 
[保土谷アグロテック]  

家庭/土壌/生育期/一年生・多年生・スギ
ナ/初年目/草丈40cm 

実・継 
 

(従来通
り) 

実)[一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～15g/㎡ 
・土壌処理 
 
 [一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育初期(草丈20cm以下) 
・ 15～30g/㎡ 
・土壌処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 
 
継) 
・チガヤ生育初期での年次変動の確認 
・一年生雑草，多年生雑草，スギナ生育期での効
果の確認 
 

4.HAT-401 粒 
ヘキサジノン:1.0% 
DBN:2.0% 
DCMU:4.0% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

家庭/土壌/生育期/一年生・多年生・スギ
ナ/初年目/草丈40cm 

実・継 
 

(従来通
り) 

実) [一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～15g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育初期(草丈20cm以下) 
・ 15～30g/㎡ 
・土壌処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 
 
継) 
・チガヤ生育初期での効果の年次変動の確認 
・一年生雑草，多年生雑草，スギナ生育期での効
果の確認 
 

A. 裸地管理　⑵家庭用
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A.裸地管理 (2)家庭用    

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
ねらい 判定 判定内容 

2.GL-61 フロアブル 
グリホサートイソプロピルア
ミン塩:23.0% 
MCPAイソプロピルアミン
塩:4.3% 
フルミオキサジン:3.0% 
 
 
[住友化学園芸]  

家庭/土壌/発生前/一年生/2年目 実・継 実) [一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 1.0mL<100mL>/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草] 
・ 生育期(草丈30cm以下) 
・ 2.0mL<100mL>/㎡ 
・茎葉兼土壌処理 
 
 
[多年生雑草] 
・生育期(草丈30cm以下) 
・ 3.0～4.0mL<100mL>/㎡ 
・茎葉兼土壌処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 
 
継) 
・一年生雑草に対する効果の確認(発生前の薬量
0.1mL，0.2mL，0.5mL/㎡，生育期の薬量1.0mL，
1.5mL/㎡) 
・スギナ生育期での効果の確認 
・ササ生育期での効果の確認 
・ススキ生育期での効果の確認 
 

家庭/茎葉兼土壌/生育期/一年生/2年目 

家庭/茎葉兼土壌/生育期/多年生・スギナ
/2年目 

家庭/茎葉兼土壌/生育期/ササ/初年目 

家庭/茎葉兼土壌/生育期/ススキ/初年目 

3.HAT-303 粒 
ターバシル:1.5% 
DCBN:1.5% 
DCMU:3% 
 
 
[保土谷アグロテック]  

家庭/土壌/生育期/一年生・多年生・スギ
ナ/初年目/草丈40cm 

実・継 
 

(従来通
り) 

実)[一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～15g/㎡ 
・土壌処理 
 
 [一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育初期(草丈20cm以下) 
・ 15～30g/㎡ 
・土壌処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 
 
継) 
・チガヤ生育初期での年次変動の確認 
・一年生雑草，多年生雑草，スギナ生育期での効
果の確認 
 

4.HAT-401 粒 
ヘキサジノン:1.0% 
DBN:2.0% 
DCMU:4.0% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

家庭/土壌/生育期/一年生・多年生・スギ
ナ/初年目/草丈40cm 

実・継 
 

(従来通
り) 

実) [一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～15g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育初期(草丈20cm以下) 
・ 15～30g/㎡ 
・土壌処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 
 
継) 
・チガヤ生育初期での効果の年次変動の確認 
・一年生雑草，多年生雑草，スギナ生育期での効
果の確認 
 

 6 

A.裸地管理 (2)家庭用    

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
ねらい 判定 判定内容 

5.HAT-702 粒 
ターバシル:2.0% 
ヘキサジノン:0.8% 
DBN:1.0% 
 
 
[保土谷アグロテック]  

家庭/土壌/発生前/一年生/2年目 実・継 実)[一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～15g/㎡ 
・土壌処理 
 
 [一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育初期(草丈20cm以下) 
・ 15～30g/㎡ 
・土壌処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 
 
継) 
・一年生雑草，多年生雑草，スギナ生育期での効
果の確認 
 

家庭/土壌/生育初期/一年生・多年生・ス
ギナ/2年目 

家庭/土壌/生育期/一年生・多年生・スギ
ナ/初年目/草丈40cm 

6.HAT-703 粒 
ターバシル:1.0% 
テブチウロン:1.0% 
DCMU:5.0% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

家庭/土壌/発生前/一年生/2年目 実・継 実)[一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～15g/㎡ 
・土壌処理 
 
 [一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育初期(草丈20cm以下) 
・ 15～30g/㎡ 
・土壌処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 
 
 
継) 
・一年生雑草，多年生雑草，スギナ生育期での効
果の確認 
 

家庭/土壌/生育初期/一年生・多年生・ス
ギナ/2年目 

家庭/土壌/生育期/一年生・多年生・スギ
ナ/初年目/草丈40cm 

8.HAT-801 液 
グリホサートイソプロピルア
ミン塩:1.5% 
テブチウロン:0.5% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

家庭/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 
・効果の確認 

家庭/茎葉兼土壌/生育期/一年生/初年目/ 
草丈30cm 

家庭/茎葉兼土壌/生育期/多年生・スギナ/ 
初年目/草丈30cm 

家庭/茎葉兼土壌/生育期/コケ類/初年目 

9.MBH-065 液 
グリホサートイソプロピルア
ミン塩:2.0% 
ブロマシル:0.4% 
 
 
[丸和バイオケミカル] 

家庭/土壌/発生前/一年生/初年目 実・継 
 

(従来通
り) 

実)[一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育期(草丈30cm以下) 
・20～40mL/㎡(希釈せずそのまま散布) 
・茎葉処理 
注) 
・土壌処理効果は期待できない 
 
[一年生雑草，多年生雑草，スギナ，ドクダミ] 
・ 生育期(草丈30cm以下) 
・40～80mL/㎡(希釈せずそのまま散布) 
・茎葉兼土壌処理 
 
[ササ類] 
・ 生育期(草丈30cm以下) 
・60～80mL/㎡(希釈せずそのまま散布) 
・茎葉兼土壌処理 
 
継) 
・ササに対する翌年の効果の確認 
・一年生雑草発生前での効果の確認 
 

A. 裸地管理　⑵家庭用
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A.裸地管理 (2)家庭用    

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
ねらい 判定 判定内容 

10.MBH-132 粒 
アミカルバゾン:0.5% 
ブロマシル:1% 
DCMU:3% 
 
 
[丸和バイオケミカル]  

家庭/土壌/生育期/一年生・多年生・スギ
ナ/初年目/草丈40cm 

実・継 
 

(従来通
り) 

実) [一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～10g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草] 
・ 生育初期(草丈20cm以下) 
・ 10～20g/㎡ 
・土壌処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 

 
継) 
・スギナ生育初期での効果の確認 
・一年生雑草，多年生雑草，スギナ生育期(草丈40cm
以下)での効果の確認 
 

11.MBH-142 粒 
アミカルバゾン:0.5% 
フルポキサム:0.25% 
ブロマシル:2% 
 
 
[丸和バイオケミカル] 

家庭/土壌/生育初期/ササ/初年目 実・継 
 

(従来通
り) 
 

実) [一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～10g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草] 
・ 生育初期(草丈20cm以下) 
・ 10～20g/㎡ 
・土壌処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 

 
継) 
・スギナ生育初期での効果の確認 
・ササ生育初期での効果の確認 
・ススキ生育初期での効果の確認 
・一年生雑草，多年生雑草，スギナ生育期(草丈40cm
以下)での効果の確認 
 

家庭/土壌/生育初期/ススキ/初年目 

家庭/土壌/生育期/一年生・多年生・スギ
ナ/初年目/草丈40cm 

12.MBH-152 粒 
フルポキサム:0.25% 
ブロマシル:3% 
 
 
[丸和バイオケミカル]  

家庭/土壌/生育期/一年生・多年生・スギ
ナ/初年目/草丈40cm 

実・継 
 

(従来通
り) 

実)[一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～10g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育初期(草丈20cm以下) 
・ 10～20g/㎡ 
・土壌処理 
 
 
注)・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチ
ソウ，イタドリ等)を対象としない場面で使用する 
 
継) 
・ササ生育初期での効果の確認 
・ススキ生育期での効果の確認 
・一年生雑草，多年生雑草，スギナ生育期(草丈40cm
以下)での効果の確認 
 

13.MBH-174 粒 
ブロマシル:2.5% 
DCMU:1% 
MCPP:1% 
 
 
[丸和バイオケミカル] 
 

家庭/土壌/生育期/一年生・多年生・スギ
ナ/初年目/草丈40cm 

継 継) 
・効果の確認 

A. 裸地管理　⑵家庭用
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A.裸地管理 (2)家庭用    

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
ねらい 判定 判定内容 

10.MBH-132 粒 
アミカルバゾン:0.5% 
ブロマシル:1% 
DCMU:3% 
 
 
[丸和バイオケミカル]  

家庭/土壌/生育期/一年生・多年生・スギ
ナ/初年目/草丈40cm 

実・継 
 

(従来通
り) 

実) [一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～10g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草] 
・ 生育初期(草丈20cm以下) 
・ 10～20g/㎡ 
・土壌処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 

 
継) 
・スギナ生育初期での効果の確認 
・一年生雑草，多年生雑草，スギナ生育期(草丈40cm
以下)での効果の確認 
 

11.MBH-142 粒 
アミカルバゾン:0.5% 
フルポキサム:0.25% 
ブロマシル:2% 
 
 
[丸和バイオケミカル] 

家庭/土壌/生育初期/ササ/初年目 実・継 
 

(従来通
り) 
 

実) [一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～10g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草] 
・ 生育初期(草丈20cm以下) 
・ 10～20g/㎡ 
・土壌処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 

 
継) 
・スギナ生育初期での効果の確認 
・ササ生育初期での効果の確認 
・ススキ生育初期での効果の確認 
・一年生雑草，多年生雑草，スギナ生育期(草丈40cm
以下)での効果の確認 
 

家庭/土壌/生育初期/ススキ/初年目 

家庭/土壌/生育期/一年生・多年生・スギ
ナ/初年目/草丈40cm 

12.MBH-152 粒 
フルポキサム:0.25% 
ブロマシル:3% 
 
 
[丸和バイオケミカル]  

家庭/土壌/生育期/一年生・多年生・スギ
ナ/初年目/草丈40cm 

実・継 
 

(従来通
り) 

実)[一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～10g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育初期(草丈20cm以下) 
・ 10～20g/㎡ 
・土壌処理 
 
 
注)・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチ
ソウ，イタドリ等)を対象としない場面で使用する 
 
継) 
・ササ生育初期での効果の確認 
・ススキ生育期での効果の確認 
・一年生雑草，多年生雑草，スギナ生育期(草丈40cm
以下)での効果の確認 
 

13.MBH-174 粒 
ブロマシル:2.5% 
DCMU:1% 
MCPP:1% 
 
 
[丸和バイオケミカル] 
 

家庭/土壌/生育期/一年生・多年生・スギ
ナ/初年目/草丈40cm 

継 継) 
・効果の確認 

A. 裸地管理　⑵家庭用
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A.裸地管理 (2)家庭用    

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
ねらい 判定 判定内容 

10.MBH-132 粒 
アミカルバゾン:0.5% 
ブロマシル:1% 
DCMU:3% 
 
 
[丸和バイオケミカル]  

家庭/土壌/生育期/一年生・多年生・スギ
ナ/初年目/草丈40cm 

実・継 
 

(従来通
り) 

実) [一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～10g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草] 
・ 生育初期(草丈20cm以下) 
・ 10～20g/㎡ 
・土壌処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 

 
継) 
・スギナ生育初期での効果の確認 
・一年生雑草，多年生雑草，スギナ生育期(草丈40cm
以下)での効果の確認 
 

11.MBH-142 粒 
アミカルバゾン:0.5% 
フルポキサム:0.25% 
ブロマシル:2% 
 
 
[丸和バイオケミカル] 

家庭/土壌/生育初期/ササ/初年目 実・継 
 

(従来通
り) 
 

実) [一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～10g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草] 
・ 生育初期(草丈20cm以下) 
・ 10～20g/㎡ 
・土壌処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 

 
継) 
・スギナ生育初期での効果の確認 
・ササ生育初期での効果の確認 
・ススキ生育初期での効果の確認 
・一年生雑草，多年生雑草，スギナ生育期(草丈40cm
以下)での効果の確認 
 

家庭/土壌/生育初期/ススキ/初年目 

家庭/土壌/生育期/一年生・多年生・スギ
ナ/初年目/草丈40cm 

12.MBH-152 粒 
フルポキサム:0.25% 
ブロマシル:3% 
 
 
[丸和バイオケミカル]  

家庭/土壌/生育期/一年生・多年生・スギ
ナ/初年目/草丈40cm 

実・継 
 

(従来通
り) 

実)[一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～10g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育初期(草丈20cm以下) 
・ 10～20g/㎡ 
・土壌処理 
 
 
注)・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチ
ソウ，イタドリ等)を対象としない場面で使用する 
 
継) 
・ササ生育初期での効果の確認 
・ススキ生育期での効果の確認 
・一年生雑草，多年生雑草，スギナ生育期(草丈40cm
以下)での効果の確認 
 

13.MBH-174 粒 
ブロマシル:2.5% 
DCMU:1% 
MCPP:1% 
 
 
[丸和バイオケミカル] 
 

家庭/土壌/生育期/一年生・多年生・スギ
ナ/初年目/草丈40cm 

継 継) 
・効果の確認 
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A.裸地管理 (2)家庭用    

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
ねらい 判定 判定内容 

14.MBH-175 液 
グリホサートイソプロピルア
ミン塩:1.5% 
ブロマシル:0.75% 
メコプロップ Pカリウム
塩:0.25% 
 
 
[丸和バイオケミカル]  

家庭/茎葉兼土壌/生育期/コケ類/2年目 実・継 
 

実)[コケ類] 
・生育期 
・30～60mL/㎡ (希釈せずそのまま散布) 
・茎葉兼土壌処理 
 
継) 
・一年生雑草発生前の薬量40，60，80mLでの効果
の確認 
・一年生雑草生育期(草丈30cm以下)の薬量20～
30mL/㎡での効果の確認 

・一年生，多年生，スギナ生育期での薬量30，40，
60mL/㎡での効果の確認 
・生育期のササに対する効果の確認 
・生育期のススキに対する効果の確認 
・イシクラゲに対する効果の確認 

家庭/茎葉兼土壌/生育期/イシクラゲ/初
年目 

15.MBH-178 粒 
テトラピオン:1.1% 
ブロマシル:2.3% 
MCPP:1% 
 
 
[丸和バイオケミカル]  

家庭/土壌/発生前/一年生/2年目 実・継 実) [一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～10g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育初期(草丈20cm以下) 
・ 10～20g/㎡ 
・土壌処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 
 
継) 
・ササ生育初期での効果の確認 
・ススキ生育初期での効果の確認 
・一年生雑草，多年生雑草，スギナ生育初期の薬
量40g/㎡での効果の確認 

家庭/土壌/生育初期/一年生・多年生・ス
ギナ/2年目 

16.MBH-1828 液 
グリホサートイソプロピルア
ミン塩:1.0% 
ブロマシル:0.3% 
 
 
[丸和バイオケミカル]  

家庭/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 
・効果の確認 

家庭/茎葉兼土壌/生育期/一年生・多年生・ 
スギナ/初年目 

17.MBH-1829 液 
グリホサートイソプロピルア
ミン塩:1.0% 
ブロマシル:0.5% 
 
 
[丸和バイオケミカル]  

家庭/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 
・効果の確認 

家庭/茎葉兼土壌/生育期/一年生・多年生・ 
スギナ/初年目 

家庭/茎葉兼土壌/生育期/ササ/初年目 

19.SB-237 粒 
カルブチレート:2% 
DCMU:2.5% 
アミカルバゾン:1% 
 
 
[エス・ディー・エス バイオテ
ック] 

家庭/土壌/発生前/一年生/発生前/2年目 実・継 実) [一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～10g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草] 
・ 生育初期(草丈20cm以下) 
・ 20～30g/㎡ 
・土壌処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 

 
継) 
・一年生雑草，多年生雑草生育初期(草丈20cm以下)
の薬量10g/㎡での効果の確認 
・ササ生育期での効果の確認 

家庭/土壌/生育初期/一年生・多年生/2年
目 

家庭/土壌/生育期/ササ/初年目 

A. 裸地管理　⑵家庭用
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A.裸地管理 (2)家庭用    

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
ねらい 判定 判定内容 

20.SB-239 粒
カルブチレート:2% 
DCMU:3% 
メコプロップ Pカリウム
塩:1.5% 
 
 
[エス・ディー・エス バイオテ
ック]  

家庭/土壌/発生前/一年生/2年目 実・継 実) [一年生雑草]
・ 発生前 
・ 5～10g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草] 
・ 生育初期(草丈20cm以下) 
・ 30g/㎡ 
・土壌処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 

 
 
継) 
・スギナ生育初期での効果の確認 
・一年生，多年生，スギナ生育初期の薬量10，20g/
㎡での効果の確認 
・ササ生育期での効果の確認 
 

家庭/土壌/生育初期/一年生・多年生・ス
ギナ/2年目 

家庭/土壌/生育期/ササ/初年目 

21.SB-241 粒 
カルブチレート:2% 
既知化合物:3% 
既知化合物:1% 
 
 
[エス・ディー・エス バイオテ
ック] 
 

家庭/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 
・効果の確認 

家庭/土壌/生育初期/一年生・多年生・ス
ギナ/初年目 

22.SB-242 粒 
カルブチレート:2% 
既知化合物:4.5% 
既知化合物:2.5% 
 
 
[エス・ディー・エス バイオテ
ック] 
 

家庭/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 
・効果の確認 

家庭/土壌/生育初期/一年生・多年生・ス
ギナ/初年目 

23.SB-243 粒 
カルブチレート:2% 
既知化合物:3.5% 
既知化合物:1.5% 
既知化合物:0.25% 
 
 
[エス・ディー・エス バイオテ
ック] 
 

家庭/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 
・効果の確認 

家庭/土壌/生育初期/一年生・多年生・ス
ギナ/初年目 

24.SB-244 粒 
カルブチレート:2% 
既知化合物:1.5% 
既知化合物:1.5% 
既知化合物:1.25% 
 
 
[エス・ディー・エス バイオテ
ック] 
 

家庭/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 
・効果の確認 

家庭/土壌/生育初期/一年生・多年生・ス
ギナ/初年目 

25.SB-245 粒 
カルブチレート:2% 
既知化合物:1.5% 
既知化合物:1.25% 
既知化合物:0.75% 
 
 
[エス・ディー・エス バイオテ
ック] 
 

家庭/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 
・効果の確認 

家庭/土壌/生育初期/一年生・多年生・ス
ギナ/初年目 

A. 裸地管理　⑵家庭用
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A.裸地管理 (2)家庭用    

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
ねらい 判定 判定内容 

20.SB-239 粒
カルブチレート:2% 
DCMU:3% 
メコプロップ Pカリウム
塩:1.5% 
 
 
[エス・ディー・エス バイオテ
ック]  

家庭/土壌/発生前/一年生/2年目 実・継 実) [一年生雑草]
・ 発生前 
・ 5～10g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草] 
・ 生育初期(草丈20cm以下) 
・ 30g/㎡ 
・土壌処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 

 
 
継) 
・スギナ生育初期での効果の確認 
・一年生，多年生，スギナ生育初期の薬量10，20g/
㎡での効果の確認 
・ササ生育期での効果の確認 
 

家庭/土壌/生育初期/一年生・多年生・ス
ギナ/2年目 

家庭/土壌/生育期/ササ/初年目 

21.SB-241 粒 
カルブチレート:2% 
既知化合物:3% 
既知化合物:1% 
 
 
[エス・ディー・エス バイオテ
ック] 
 

家庭/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 
・効果の確認 

家庭/土壌/生育初期/一年生・多年生・ス
ギナ/初年目 

22.SB-242 粒 
カルブチレート:2% 
既知化合物:4.5% 
既知化合物:2.5% 
 
 
[エス・ディー・エス バイオテ
ック] 
 

家庭/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 
・効果の確認 

家庭/土壌/生育初期/一年生・多年生・ス
ギナ/初年目 

23.SB-243 粒 
カルブチレート:2% 
既知化合物:3.5% 
既知化合物:1.5% 
既知化合物:0.25% 
 
 
[エス・ディー・エス バイオテ
ック] 
 

家庭/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 
・効果の確認 

家庭/土壌/生育初期/一年生・多年生・ス
ギナ/初年目 

24.SB-244 粒 
カルブチレート:2% 
既知化合物:1.5% 
既知化合物:1.5% 
既知化合物:1.25% 
 
 
[エス・ディー・エス バイオテ
ック] 
 

家庭/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 
・効果の確認 

家庭/土壌/生育初期/一年生・多年生・ス
ギナ/初年目 

25.SB-245 粒 
カルブチレート:2% 
既知化合物:1.5% 
既知化合物:1.25% 
既知化合物:0.75% 
 
 
[エス・ディー・エス バイオテ
ック] 
 

家庭/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 
・効果の確認 

家庭/土壌/生育初期/一年生・多年生・ス
ギナ/初年目 

A. 裸地管理　⑵家庭用
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A.裸地管理 (2)家庭用    

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
ねらい 判定 判定内容 

26.SG-721 粒 
カルブチレート:0.5% 
フルミオキサジン:0.2% 
 
 
[住友化学] 

家庭/土壌/生育初期/スギナ/年次変動 実 
 

(従来通
り) 
 

実)[一年生雑草] 
・発生前 
・7.5～20g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生広葉雑草，スギナ] 
・生育初期(草丈20cm以下) 
・15～40g/㎡ 
・土壌処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 

 
 

27.SG-741 粒 
ターバシル:0.5% 
フルミオキサジン:0.2% 
 
 
[住友化学]  

家庭/土壌/生育初期/スギナ/草種拡大 実 
 

実)[一年生雑草] 
・発生前 
・5～10g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生広葉雑草，スギナ] 
・生育初期(草丈20cm以下) 
・10～30g/㎡ 
・土壌処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 

 
 

28.SG-812 粒 
カルブチレート:2.0% 
フルミオキサジン:0.6% 
 
 
[住友化学] 

家庭/土壌/発生前/一年生/2年目 実・継 
 

実)[一年生雑草] 
・発生前 
・5～10g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生広葉雑草] 
・生育初期(草丈20cm以下) 
・10～30g/㎡ 
・土壌処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 

 
継) 
・多年生イネ科雑草，スギナ生育初期での効果の
確認 
 
 

家庭/土壌/生育初期/一年生・多年生広葉・ 
スギナ/2年目 

家庭/土壌/生育初期/多年生イネ科/初年
目 

29.ZH-1802 フロアブル 
新規化合物A:30% 
 
 
[全国農業協同組合連合会] 
 
 

家庭/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 
・効果の確認 
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A.裸地管理 (2)家庭用    

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
ねらい 判定 判定内容 

30.NC-636 液 
グリホサートカリウム塩: 
0.96% 
ペラルゴン酸:2% 
 
 
[日産化学]  

家庭/茎葉/生育期/コケ類/年次変動 実・継 実)[一年生雑草，多年生雑草] 
・生育期(草丈30cm以下) 
・15～30mL/㎡(希釈せずそのまま散布) 
・茎葉処理 
 
[スギナ] 
・生育期(草丈30cm以下) 
・75～90mL/㎡(希釈せずそのまま散布) 
・茎葉処理 
 
[コケ類] 
・生育期 
・90～180mL/㎡(希釈せずそのまま散布) 
・茎葉処理 
 
[イシクラゲ] 
・生育期(膨潤状態) 
・120 ～180mL/㎡(希釈せずそのまま散布) 
・茎葉処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 

 
継) 
・薬量90mL/㎡でのイシクラゲに対する効果の確認 
 

家庭/茎葉/生育期/イシクラゲ/2年目 

31.OAT-0802 EW 
デシルアルコール:4.5% 
 
 
[OATアグリオ]  
 
 

家庭/茎葉/生育初期/一年生/年次変動 実 実)[一年生雑草] 
・生育初期(草丈10cm以下) 
・ 100 ～200mL/㎡ (希釈せずそのまま散布) 
・茎葉処理 
 

32.SYJ-175 液 
グ リ ホ サ ー ト カ リ ウ ム
塩:0.86% 
 
 
[シンジェンタジャパン] 

家庭/茎葉/生育期/一年生・多年生/薬量拡
大 

実・継 実)[一年生雑草，多年生雑草] 
・生育期(草丈30cm以下) 
  10 ～50mL/㎡ (希釈せずそのまま散布) 
  茎葉処理 
 
[スギナ] 
・生育期(草丈30cm以下) 
 100mL/㎡ (希釈せずそのまま散布) 
  茎葉処理 
 
 [ササ類] 
・ 生育期(草丈30cm以下) 
・ 50～100mL/㎡(希釈せずそのまま散布) 
・茎葉処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 

 
継) 
・スギナに対する薬量50mL/㎡での効果と散布方法

について 
・一年生雑草，多年生雑草生育期(草丈30cm以下)
の薬量10，15mL/㎡での年次変動の確認 
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A.裸地管理 (2)家庭用    

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
ねらい 判定 判定内容 

30.NC-636 液 
グリホサートカリウム塩: 
0.96% 
ペラルゴン酸:2% 
 
 
[日産化学]  

家庭/茎葉/生育期/コケ類/年次変動 実・継 実)[一年生雑草，多年生雑草] 
・生育期(草丈30cm以下) 
・15～30mL/㎡(希釈せずそのまま散布) 
・茎葉処理 
 
[スギナ] 
・生育期(草丈30cm以下) 
・75～90mL/㎡(希釈せずそのまま散布) 
・茎葉処理 
 
[コケ類] 
・生育期 
・90～180mL/㎡(希釈せずそのまま散布) 
・茎葉処理 
 
[イシクラゲ] 
・生育期(膨潤状態) 
・120 ～180mL/㎡(希釈せずそのまま散布) 
・茎葉処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 

 
継) 
・薬量90mL/㎡でのイシクラゲに対する効果の確認 
 

家庭/茎葉/生育期/イシクラゲ/2年目 

31.OAT-0802 EW 
デシルアルコール:4.5% 
 
 
[OATアグリオ]  
 
 

家庭/茎葉/生育初期/一年生/年次変動 実 実)[一年生雑草] 
・生育初期(草丈10cm以下) 
・ 100 ～200mL/㎡ (希釈せずそのまま散布) 
・茎葉処理 
 

32.SYJ-175 液 
グ リ ホ サ ー ト カ リ ウ ム
塩:0.86% 
 
 
[シンジェンタジャパン] 

家庭/茎葉/生育期/一年生・多年生/薬量拡
大 

実・継 実)[一年生雑草，多年生雑草] 
・生育期(草丈30cm以下) 
  10 ～50mL/㎡ (希釈せずそのまま散布) 
  茎葉処理 
 
[スギナ] 
・生育期(草丈30cm以下) 
 100mL/㎡ (希釈せずそのまま散布) 
  茎葉処理 
 
 [ササ類] 
・ 生育期(草丈30cm以下) 
・ 50～100mL/㎡(希釈せずそのまま散布) 
・茎葉処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 

 
継) 
・スギナに対する薬量50mL/㎡での効果と散布方法

について 
・一年生雑草，多年生雑草生育期(草丈30cm以下)
の薬量10，15mL/㎡での年次変動の確認 

 

 

  

A. 裸地管理　⑵家庭用
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A.裸地管理 (2)家庭用    

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
ねらい 判定 判定内容 

30.NC-636 液 
グリホサートカリウム塩: 
0.96% 
ペラルゴン酸:2% 
 
 
[日産化学]  

家庭/茎葉/生育期/コケ類/年次変動 実・継 実)[一年生雑草，多年生雑草] 
・生育期(草丈30cm以下) 
・15～30mL/㎡(希釈せずそのまま散布) 
・茎葉処理 
 
[スギナ] 
・生育期(草丈30cm以下) 
・75～90mL/㎡(希釈せずそのまま散布) 
・茎葉処理 
 
[コケ類] 
・生育期 
・90～180mL/㎡(希釈せずそのまま散布) 
・茎葉処理 
 
[イシクラゲ] 
・生育期(膨潤状態) 
・120 ～180mL/㎡(希釈せずそのまま散布) 
・茎葉処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 

 
継) 
・薬量90mL/㎡でのイシクラゲに対する効果の確認 
 

家庭/茎葉/生育期/イシクラゲ/2年目 

31.OAT-0802 EW 
デシルアルコール:4.5% 
 
 
[OATアグリオ]  
 
 

家庭/茎葉/生育初期/一年生/年次変動 実 実)[一年生雑草] 
・生育初期(草丈10cm以下) 
・ 100 ～200mL/㎡ (希釈せずそのまま散布) 
・茎葉処理 
 

32.SYJ-175 液 
グ リ ホ サ ー ト カ リ ウ ム
塩:0.86% 
 
 
[シンジェンタジャパン] 

家庭/茎葉/生育期/一年生・多年生/薬量拡
大 

実・継 実)[一年生雑草，多年生雑草] 
・生育期(草丈30cm以下) 
  10 ～50mL/㎡ (希釈せずそのまま散布) 
  茎葉処理 
 
[スギナ] 
・生育期(草丈30cm以下) 
 100mL/㎡ (希釈せずそのまま散布) 
  茎葉処理 
 
 [ササ類] 
・ 生育期(草丈30cm以下) 
・ 50～100mL/㎡(希釈せずそのまま散布) 
・茎葉処理 
 
注) 
・大型多年生雑草(ススキ，セイタカアワダチソウ，
イタドリ等)を対象としない場面で使用する 

 
継) 
・スギナに対する薬量50mL/㎡での効果と散布方法

について 
・一年生雑草，多年生雑草生育期(草丈30cm以下)
の薬量10，15mL/㎡での年次変動の確認 
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B.緑地維持 (1)抑草    

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
ねらい 判定 判定内容 

1.NH-1731 粒 
フルルプリミドール:1.2% 
フルポキサム:0.5% 
 
 
[日本農薬]  
  

抑草/一年生・多年生/発生始期/土壌/ 
一般(2年目) 

実 実)[一年生雑草，多年生雑草:草丈抑制による刈取
軽減] 
・発生始期 
・15～30g/㎡ 
・土壌処理 
 
[クズ:草丈抑制による刈取軽減] 
・萌芽始期 
・15～30g/㎡ 
・土壌処理 
 

抑草/クズ/発生始期/土壌/一般(2年目) 

 
 

B.緑地維持 (2)特定植生の維持    

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.HAT-511 粒 
メコプロップ Pカリウム
塩:1.0% 
DBN:1.0% 
N:P:K:Mg=11:8:6.5:3 
 
 
[保土谷アグロテック]  

リュウノ
ヒゲ 

家庭/土壌(全面)/リュウノヒゲ
生育期/生育初期/一年生/3年目
/草丈10cm 

実 実)リュウノヒゲの維持 
[一年生雑草] 
・リュウノヒゲ生育期，雑草生育初期(草丈10cm
以下) 
・10～ 40g/㎡ 
・土壌処理(全面) 
 
注) リュウノヒゲの葉が濡れている状態での処理
は避ける｡ 
リュウノヒゲの葉に付着した薬剤は払い落とす｡ 
処理後，一時的にリュウノヒゲが黄化，葉枯れす
る場合がある｡ 
 

2.RGH-1302 フロアブル 
ピロキサスルホン:36.3% 
 
 
[理研グリーン]  
 

センチ 
ピード 
グラス 

センチピードグラス/発生前/一
年生/年次変動 

- <試験中> 

 

B. 緑地維持　⑴抑草

B. 緑地維持　⑵特定植生の維持

平成30年度緑地管理関係除草剤・生育調節剤試験判定結果　23
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平成 30年度草地飼料作関係除草剤・生育調節剤試験成績

検討会は，平成 30 年 11 月 28 日 ( 水 ) 〜 29 日（木）に浅

草ビューホテルにおいて開催された。

この検討会には，試験場関係者 53 名，委託関係者 64 名

ほか，計 138名の参集を得て，除草剤1薬剤(2点)について，

試験成績の報告と検討が行われた。

その判定結果および使用基準については，次の判定表に

示す通りである。

平成 30年度草地飼料作関係除草剤・生育調節剤試験 判定
A.除草剤

委託試験判定結果

( 公財 )日本植物調節剤研究協会　技術部

平成 30年度草地飼料作関係
除草剤・生育調節剤試験判定結果

 

平成 30 年度草地飼料作関係     
  除草剤・生育調節剤試験判定結果 

 

 (公財)日本植物調節剤研究協会 技術部 
 

 

平成30年度草地飼料作関係除草剤・生育調節剤試験成績検討

会は，平成30年11月28日(水)～29日（木）に浅草ビューホテ

ルにおいて開催された。 

この検討会には，試験場関係者53名，委託関係者64名ほか，

計138名の参集を得て，除草剤1薬剤(2点)について，試験成績

の報告と検討が行われた。 

 その判定結果および使用基準については，次の判定表に示す

通りである。 
 

平成 30年度草地飼料作関係除草剤・生育調節剤試験 判定 

A.除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.NC-622 液 
グリホサートカリウム
塩:48% 
 
 
[日産化学]  

草地 
更新 

シバムギ対象(北海道:2年目) 実 

(従来通

り) 

 

実)[草地更新;リードカナリーグラス] 

・耕起前年，2番草刈取後，  

雑草生育期(草丈20～50cm) 

・500～1000mL/10a 

<50～100L/10a 

(散布水量50L/10aは専用ノズル使用)> 

・茎葉処理(全面) 

注) 

・2番草の刈取りは8月中旬までに行う 

 

[草地更新;シバムギ] 

・1番草刈取後，雑草生育期(草丈20～50cm) 

・500～1000mL/10a 

<50～100L/10a 

(散布水量50L/10aは専用ノズル使用)> 

・茎葉処理(全面) 

 

24　植調　Vol.53, No.1（2019)
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第 18 回
連載・植物の不思議を訪ねる旅

37年前の出来事：モデル細胞系の確立

長田　敏行
東京大学・法政大学名誉教授

連載・植物の不思議を訪ねる旅　第18回　25

前回に引き続いて，昨年私が公益社団法人日本植物学会より大
賞をいただいたテーマより「モデル植物細胞系」を取り上げます。

モデル培養細胞系の確立
植物組織に由来する細胞培養系は多くの植物材料より調製

され，様々な用途に用いられています。しかしながら，植物
細胞に共通する現象を扱えるような，いわばモデル植物細胞
とよばれるような細胞系は，意外なことにも知られていませ
んでした。その必要性に疑いないのは，細胞分裂に関わる遺
伝子発現の変化，細胞骨格の動態など全ての細胞に共通する
機構の解明のような見地があるからです。この点に関して，
私が行うことができたことは，タバコ BY-2 細胞の培養系は
この目的にかなうことを示すことができたことです。その基
本骨格は既に 1982 年に達成されていましたが，当初はなか
なか周囲に広まりませんでした。しかし，その後この BY-2
細胞の研究は世界中に広がり，その全貌は既に 2 冊のモノグ
ラフとなって世に出ています（Nagata et al. 2004，2006）。
それらの研究対象は，オルガネラ，ウイルス増殖のホスト，
液胞を除いたミニプロトプラストなど実に広範囲にわたり，
ここではそれらに言及する余地はありませんが，興味のある
方はそれらを見ていただくとして，ここではその要点に限っ
て紹介いたします。

同調培養系が細胞の研究に有用であることは古くから言わ
れてきたことですが，いずれも有効なものはなく，分裂指数
で 10% 以下のものすら同調と呼ばれていました。しかしな
がら，タバコ BY-2 細胞の高い増殖性を利用して，DNA ポ
リメラーゼαの特異的阻害剤アフィディコリンを用いて達成
された同調系は S 期から始まりますが，同調度が大変高く（図
-1），細胞生物学研究に有用であることを示すことができま
した。更に，アフィディコリンと除草剤プロピザミドを組み
合わせると，これらの薬剤処理解除後，より高度な M 期か
ら始まる同調系が得られています。ところが，当初この実験
系は，他研究室では再現できないとされていたようで，再現
性に云々する意見もあったやに聞いています。これは大阪大
学柴岡弘郎教授の研究室が導入を希望され，手技をお教えし
た際に，その原因が判明しました。全く基本的なことです
が，同調がかかるか，かからないかは細胞の維持状態によっ
ており，高度な同調度が達成させられるには細胞の増殖が
よくなければならないということでした。同様なことは，世
界に広まっていく際にも起こり，フランス シュトラスブー

ルの植物分子生物学研究所（IBMP）のランベール（A.-M. 
Lambert），ギゴー（C. Gigot）両教授はこの点をよく理解され，
熱意を持って導入努力をされたので達成され，その後世界へ
広まっていきました。これが達成された時点で，私はタバコ
BY-2 細胞が植物の HeLa 細胞であると述べましたが，これ
は多くの人々に受け入れられました（Nagata et al. 1992）。

その結果明らかになったことは，細胞周期の各時期におい
て，周期に依存して発現する遺伝子群の網羅とその機能解析
で，当初はイーストの突然変異株との相補で遺伝子が単離さ
れてきたのですが，得られていた遺伝子機能の同定が可能と
なりました。また，細胞周期の進行に依存して特徴的な変化
を示す細胞骨格（微小管，アクチン繊維など）のダイナミッ
クスも，初めて明らかになりました。とりわけ，植物に特徴
的な表層微小管は，細胞壁のセルロース繊維の配向を決める
という点で重要ですが，その構築の機構を初めて明らかにす
ることが出来ましたが，その後も明らかにされ続けています。
具体的内容はいずれも上記 2 冊のモノグラフに含まれてい
ますので，参照されたらと思います。

これまで語ってこなかったこと
私のこれまでの研究から二つの話題を取り上げて紹介してき

ましたが，これらの研究は他研究者へも影響を与えることにな
りました。その中から二つの話題について，思いがけない展開
と過程があることを披露したいと思います。実は，これらは一
度も対外的に発言したことがありませんでしたが，その事実は
知っていただくことに意義ありと感ずるようになったからです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
葉肉プロトプラスト

第一点はタバコ葉肉プロトプラストの培養に関するもの
で，葉肉プロトプラスでの細胞分裂誘導にはオーキシンとサ
イトカイニンが必要であることに関係しています。1992 年
から 1998 年にかけて，ワルデン（R. Walden）博士らは，
彼の作成になるアクチベーション・タギングを用いた遺伝子
同定法により得た遺伝子の変異に関するタバコ変異体を単離
しました。その植物体から得た葉肉プロトプラストはオーキ
シンなしでも細胞分裂を開始できると発表されました。更に，
この系はサイトカイニン，リポキトオリゴサッカライド，サイ
クリック AMP の信号伝達系にも関わるという，事実であれば，
画期的な研究内容でした。ところが，その彼らの一連研究の中
で，1994 年に発表されたプロトプラスト培養のタイムコース
のデータ（図 -4， EMBO J. 13, 4712，1994）を見たとき，

平成 30年度草地飼料作関係除草剤・生育調節剤試験成績

検討会は，平成 30 年 11 月 28 日 ( 水 ) 〜 29 日（木）に浅

草ビューホテルにおいて開催された。

この検討会には，試験場関係者 53 名，委託関係者 64 名

ほか，計 138名の参集を得て，除草剤1薬剤(2点)について，

試験成績の報告と検討が行われた。

その判定結果および使用基準については，次の判定表に

示す通りである。

平成 30年度草地飼料作関係除草剤・生育調節剤試験 判定
A.除草剤

委託試験判定結果

( 公財 )日本植物調節剤研究協会　技術部

平成 30年度草地飼料作関係
除草剤・生育調節剤試験判定結果

 

平成 30 年度草地飼料作関係     
  除草剤・生育調節剤試験判定結果 

 

 (公財)日本植物調節剤研究協会 技術部 
 

 

平成30年度草地飼料作関係除草剤・生育調節剤試験成績検討

会は，平成30年11月28日(水)～29日（木）に浅草ビューホテ

ルにおいて開催された。 

この検討会には，試験場関係者53名，委託関係者64名ほか，

計138名の参集を得て，除草剤1薬剤(2点)について，試験成績

の報告と検討が行われた。 

 その判定結果および使用基準については，次の判定表に示す

通りである。 
 

平成 30年度草地飼料作関係除草剤・生育調節剤試験 判定 

A.除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.NC-622 液 
グリホサートカリウム
塩:48% 
 
 
[日産化学]  

草地 
更新 

シバムギ対象(北海道:2年目) 実 

(従来通

り) 

 

実)[草地更新;リードカナリーグラス] 

・耕起前年，2番草刈取後，  

雑草生育期(草丈20～50cm) 

・500～1000mL/10a 

<50～100L/10a 

(散布水量50L/10aは専用ノズル使用)> 

・茎葉処理(全面) 

注) 

・2番草の刈取りは8月中旬までに行う 

 

[草地更新;シバムギ] 

・1番草刈取後，雑草生育期(草丈20～50cm) 

・500～1000mL/10a 

<50～100L/10a 

(散布水量50L/10aは専用ノズル使用)> 

・茎葉処理(全面) 
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私はこのデータはありえないデータであると感じました。そ
のころまでにプロトプラストの培養の経験は，私以上に多い
人は考えられなかったことによる直感からでした。しかし，
培養法が若干異なり，無菌培養している茎頂培養の材料を用
いる点などから，もしかしたら事実かもしれないとも思いま
した。ところが，その後明らかになったことは，一連の研究
は関わったテクニシャンがデータの捏造をしていたというこ
とで，一連のデータには再現性のないことが発表され（Schell 
et al. 1999），これらの論文は全て取り下げられてしまいま
した。このグループとは研究の交流もあったので，残念な出
来事でした。この事実はどこかでは指摘しておくべきである
と思いますので，ここに付け加えました。ただし，アクチベー
ション・タギング法が間違っていたのではないことは，その
手法に従って，大阪大学柿本辰夫博士はサイトカイニンの信
号伝達経路のキーとなる遺伝子 CKI を単離していますこと
も付け加えます（Kakimoto 1996）。　　　　　　　　　　

もう一点は，植物の形質転換に関するもので，主としてタ
バコ BY-2 細胞に関するものですが，一部は葉の細胞にも関
係しています。タバコ BY-2 細胞が根頭癌腫菌（Agrobacterium 
tumefaciens）による形質転換に感受性が高いことは研究初
期より明らかになっていました。やや込み入っているのは
BY-2 細胞の入手ソースと他者への譲渡に制限があったこと
とで，この事情について詳細に述べるには大幅な紙幅を要
し，ここに収めるには困難がありますが，全体の概要は既に
発表してありますので，そちらを参照下さればと思います

（Nagata et al. 2004 の第 1 章 ）。
ところで，根頭癌腫菌による植物細胞の形質転換は，真

核細胞と原核細胞の遺伝子の授受という生物学的において
大変稀な，特異的な現象です。1980 年代においては，アメ
リカ ワシントン大学医学部の研究グループ（E.W. Nester，
M.P. Gordon 教授ら）とベルギー ゲント大学のグループ（J. 
Schell，M. Van Montagu 教授ら）が熾烈な競争を行ってい
ました。なお，Schell 教授はマックス・プランク育種学研究
所へ主軸を移して行きました。私は，当時両グループと研究
上の交流があり，そのことから経験することになったもので
す。そのような背景の下，BY-2 細胞はワシントン大学へもた
らされましたが，そこではステイシャル（S. Stachel）博士
が作成したトランスポゾンと大腸菌の Lac オペロンを組み合
わせたプラスミド（Tn3-lacZ トランスポゾン）を用いて Ti プ
ラスミドの病原性に関する Vir 領域の遺伝子群の同定とそれら

の機能が解明されました。その実験には BY-2 細胞が用いられ，
解明の重要な材料となりました。ところが，それらの発表され
た論文には BY-2 細胞の名前は登場していません。その理由は
細胞の譲渡に制限があったからですが，それは経緯から仕方の
ないことでした。ただし，よく読めばこれらの研究が BY-2 細
胞を用いていることを読み取ることができますので，それらの
論文から一例のみ挙げます（Stachel & Nester 1986）。

更に，一連の研究では植物細胞と根頭癌腫菌との間に物質
的信号のやり取りがあることが判明していますが，これは当
時大きな出来事ととらえられていました。同定された物質で
あるフェノール化合物誘導体アセトシリンゴンの同定過程に
は，大変なドラマがありました。まず，上記ステイシャル博
士は，彼の作成になるプラスミドを用いて，その物質の見当
がついた段階で，競合関係にあったゲント大学へ移り，移動
後その結果をそちらで発表しましたが，そこでは葉の細胞を
用いて発表されました（Stachel et al. 1985）。一方，ワシント
ン大学グループはその事実に気付いて，やや遅れてタバコ培
養細胞（実は BY-2 細胞）を用いて，アセトシリンゴンを同定し，
論文を発表しました（Bolton et al. 1986 ）。この違いが科学の
先取権に関わっていることは容易に読み取れるかと思います。
これらの常識的には考えづらいが，実際に起こった出来事は，
既に故人であるワシントン大学 Gordon 教授よりの私信でも
たらされたもので，どこかで発表すべきと考えていましたが，
ここに含めました。

いずれにせよ，タバコ葉肉プロトプラストの研究から 49 年，
タバコ BY-2 細胞の研究から 36 年後に栄誉を受けることは幸い
であったと申します。この機会に長年封印してきたことも含めさ
せていただきました。
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図 -1　タバコBY-2 細胞の細胞周期同調
タバコBY-2 細胞をアフィディコリンで 24時間処理後，アフィディコ
リンを洗い落とすとS期から始まる高度な細胞周期の同調が得られる。
薬剤解除後，細胞の分裂指数を追跡したもの。
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■協会だより
■第19回理事会開催
　2019年3月26日（火），植調会館3階会議室において第19回
理事会が開催され，次の事項について承認を得た｡
【議 案】
1.　2019年度事業計画書及び収支予算書等の承認
［2019年度事業計画書］
基本方針
　定款に掲げる「植物調節剤（除草剤，植物成長調整剤及
び植物の生育調整資材）の利用開発の試験研究を促進し，あ
わせてその成果の普及を通じて，農作物生産性の向上及び安
定化と農作業の省力化を図り，農業の持続的発展並びに環境
保全，食の安全に寄与する」ための事業を推進する。
1）植物調節剤の検査・検定事業
　⑴　植物調節剤の薬効・薬害試験
　⑵　植物調節剤に関する基礎的な作用特性試験
　⑶　植物調節剤の残留試験
　⑷　植物調節剤の永年蓄積残留試験
　⑸　検査・検定事業の運営と体制強化
2）植物調節剤の研究開発事業
　⑴　基盤研究課題
　⑵　重点研究課題
　　① 水稲直播栽培における雑草防除技術の開発
　　② 除草剤の低水量散布に関する研究
　　③ 畑作における雑草一発防除技術の開発
　　④ 特定外来生物に指定された植物の防除技術の開発
　⑶　委託研究課題
　⑷　受託研究課題
3）植物調節剤の普及啓発事業
　⑴　植物調節剤の技術確認圃
　⑵　水稲除草剤の技術情報の公開
　⑶　植物調節剤の適正使用のキャンペーン
　⑷　ホームページの整備
　⑸　植物調節剤に関する研究会・講習会の開催
　⑹　機関誌の刊行
4）不動産の賃貸事業
［2019年度収支予算書］
　　収支予算額 　　　　　　　　　　　　1,397,100千円
2.　定時評議員会の招集
【報告事項】
　1.　賛助会員の入退会
　2.　代表理事・業務執行理事の職務の執行の状況

■人事異動
2019年3月31日付
　退職　　滋賀試験地主任  仙波　俊男
　退職　　奈良試験地主任  西尾　和明
2019年4月1日付
　任  　　研究所  蝦名　渉平
　任  　　研究所  永田　純也
　任  　　研究所  渋谷　栄輔
　任  　　十勝試験地  益村　　哲
　任  　　滋賀試験地主任  堀口　清博
　任  　　奈良試験地主任  稲村　達也
　任  　　北見試験地主任（委託）  田中　静幸
　任  　　神奈川試験地主任（委託） 伊藤　晴通
　任  　　福岡園芸試験地主任（委託） 井上　惠子
　命  　　事務局信頼性保証部係長  畑本　佳美
　命  　　十勝試験地主任  出岡謙太郎

■試験成績検討会
● 平成30年度常緑果樹関係除草剤・生育調節剤試験成績

検討会
　日時：2019年6月4日（火） 13:00～17:00 
　場所：ホテルラングウッド
　　　　東京都荒川区東日暮里5-50-5
　　　　TEL 03-3803-1234

● 平成30年度秋冬作芝関係除草剤・生育調節剤試験成績
検討会

　日時：2019年6月7日（金） 14:30～17:00 
　場所：ホテルラングウッド

■訃報
　青森試験地主任　　佐々木豊雄（76歳）
　2019年3月25日逝去
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